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会
の
冒
頭
︑
坂
本
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
︑
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
改
正
と
ト
ラ
ッ
ク
特

別
措
置
法
の
今
国
会
で
の
早
期

可
決
・
成
立
に
向
け
て
︑
多
く

の
国
会
議
員
か
ら
賛
同
が
あ
っ

た
こ
と
を
報
告
︒
そ
の
上
で
︑

引
き
続
き
早
期
可
決
・
成
立
に

向
け
て
邁
進
す
る
と
い
う
強
い

姿
勢
を
示
し
た
︒

　

続
い
て
︑
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
国
土
交
通
省
の
木
村
大
物

流
・
自
動
車
局
官
房
審
議
官
︑

山
本
巧
道
路
局
長
︑
三
輪
田
優

子
物
流
・
自
動
車
局
貨
物
流
通

事
業
課
長
︑
松
本
健
道
路
局
高

速
道
路
課
長
が
紹
介
さ
れ
︑
木

村
物
流
・
自
動
車
局
官
房
審
議

官
と
山
本
道
路
局
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
（
詳
細
２
面
）︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
７
年
度

事
業
計
画
書
（
案
）︑
②
７
年

度
一
般
会
計
収
支
予
算
書（
案
）

お
よ
び
交
付
金
特
別
会
計
収
支

予
算
書
（
案
）︑
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
管
理
運
営
特
別
会
計

収
支
予
算
書
（
案
）
お
よ
び
鈴

木
基
金
特
別
会
計
収
支
予
算
書

（
案
）︑
③
全
ト
協
表
彰
規
程

に
基
づ
く
表
彰
お
よ
び
﹁
正
し

い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
﹂

に
係
る
表
彰
（
案
）
︱
︱
に
つ

い
て
審
議
し
︑
原
案
通
り
承
認

し
た
︒
ま
た
︑
報
告
事
項
と
し

て
︑
①
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
の
改
正
と
ト
ラ
ッ
ク
特
別
措

置
法
の
導
入
︑
②
書
面
化
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
︑
③
特

定
技
能
外
国

人
ド
ラ
イ
バ

ー
︱
︱
に
つ

い
て
報
告
を

行
っ
た
︒

　

７
年
度
事

業
計
画
で

は
︑
最
重
点

施
策
の
筆
頭

と
し
て
﹁
事

業
許
可
の
更

新
制
等
の
導

入
及
び
物
流

革
新
に
向
け

た
物
流
改
正

法
等
へ
の
対

応
﹂を
掲
げ
︑

適
正
競
争
を

推
進
し
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の

社
会
的
・
経
済
的
地
位
向
上
を

図
り
︑
輸
送
力
の
確
保
と
国
民

経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る

た
め
︑﹁
事
業
許
可
の
更
新
制

の
導
入
﹂︑﹁
適
正
運
賃
の
収
受
﹂︑

﹁
下
請
構
造
の
適
正
化
﹂︑﹁
白

ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
利
用
に
係

る
荷
主
へ
の
是
正
指
導
﹂
︱
︱

を
内
容
と
す
る
改
正
事
業
法
・

特
別
措
置
法
の
成
立
を
目
指
す

と
と
も
に
︑
今
年
４
月
１
日
か

ら
順
次
施
行
さ
れ
る
物
流
改
正

法
・
改
正
事
業
法
に
基
づ
き
︑

﹁
物
流
効
率
化
の
た
め
の
取
り

組
み
﹂
や
﹁
書
面
の
交
付
﹂
等

の
規
制
的
措
置
に
つ
い
て
会
員

事
業
者
へ
の
周
知
徹
底
・
支
援

を
行
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
︒
ま
た
︑
現
在
国
会
へ
の
法

案
提
出
に
向
け
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
（
下
請
法
）
改
正

へ
の
対
応
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
最
重
点
施
策

９
項
目
・
重
点
施
策
４
項
目
に

基
づ
き
︑
諸
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

の
進
化
・
発
展
に
向
け
て
７
年

度
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
︒

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
３
月
６
日
、
東
京

都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
２
０
９
回
理

事
会
を
開
催
し
た
。

　
冒
頭
、
坂
本
克
己
会
長
は
「
我
が
国
の
経

済
活
動
や
国
民
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
て
い

く
た
め
に
、
議
員
立
法
に
よ
る
改
正
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
と
、
そ
れ
を
担
保
す
る
ト
ラ

ッ
ク
特
別
措
置
法
の
今
国
会
で
の
早
期
可
決
・

成
立
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
」
と
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
会
員
事
業
者
に
対
し
て
強
い
決

意
を
述
べ
た
。

　
理
事
会
で
は
、「
事
業
許
可
の
更
新
制
等
の

導
入
及
び
物
流
革
新
に
向
け
た
物
流
改
正
法

等
へ
の
対
応
」
や
「
改
正
『
標
準
的
運
賃
・
標

準
運
送
約
款
』
の
活
用
等
に
よ
る
適
正
な
コ
ス

ト
収
受
等
転
嫁
対
策
の
推
進
」
な
ど
、
最
重

点
施
策
９
項
目
お
よ
び
重
点
施
策
４
項
目
を
盛

り
込
ん
だ
令
和
７
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）（
詳

細
４
・
５
面
）
な
ど
を
承
認
し
た
。

　

本
日
は
︑
２
０
３
０
年
に
お

け
る
輸
送
能
力
の
予
測
と
︑
令

和
元
年
か
ら
５
年
に
か
け
て
の

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
全
産

業
平
均
の
年
間
所
得
額
の
推
移

を
示
し
た
資
料
を
用
意
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
︒
こ
の
資
料
は
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
許
可
の

更
新
制
の
導
入
な
ど
を
内
容
と

す
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
改
正
と
︑
そ
れ
を
担
保
す
る

ト
ラ
ッ
ク
特
別
措
置
法
の
導
入

の
必
要
性
に
つ
い
て
︑
国
会
議

員
に
説
明
す
る
際
に
使
用
し
て

お
り
︑
改
正
事
業
法
成
立
に
よ

っ
て
我
が
業
界
を
蘇
ら
せ
る
必

要
性
を
説
く
も
の
で
あ
る
︒

　

ま
ず
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
は
我
が
国
の
経
済
活
動
を
力

強
く
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
本

来
ド
ラ
イ
バ
ー
の
所
得
額
は
全

産
業
平
均
よ
り
も
多
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
︑

残
念
な
が
ら
未
だ
低
迷
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
︒
ま
た
︑
２
０

３
０
年
に
お
け
る
輸
送
能
力
に

つ
い
て
は
︑
Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所

や
野
村
総
合
研
究
所
の
試
算
に

よ
る
と
︑
何
も
対
策
を
行
わ
な

い
ま
ま
で
は
輸
送
能
力
が
35
％

程
度
不
足
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
︒
こ
の
ま
ま
で
は
︑
我

が
国
の
社
会
や
国
民
の
暮
ら

し
︑
そ
し
て
経
済
が
大
変
な
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
と
︑
国
会

議
員
に
対
し
強
く
訴
え
て
き

た
︒
我
が
国
の
経
済
活
動
や
国

民
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
て
い

く
た
め
に
︑
持
続
可
能
な
ト
ラ

ッ
ク
物
流
を
何
と
し
て
も
実
現

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
我
々
の
心
か
ら
の
訴
え
が
功

を
奏
し
︑
多
く
の
国
会
議
員
か

ら
事
業
法
改
正
と
特
別
措
置
法

導
入
に
対
し
て
ご
賛
同
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
︒

　

我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

は
︑
生
活
と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
あ
る
﹁
緑
ナ
ン
バ
ー
﹂

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
︑

こ
れ
ま
で
事
業
を
展
開
し
て
き

た
︒
一
方
で
︑
荷
主
企
業
の
中

に
は
白
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
を

利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
︒

な
か
に
は
︑
地
方
自
治
体
な
ど

に
よ
る
公
共
的
な
輸
送
業
務
を

白
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
が
担
う

と
い
う
事
例
も
あ
る
︒
改
正
事

業
法
で
は
︑
安
全
の
た
め
の
コ

ス
ト
を
負
担
せ
ず
︑
安
い
運
賃

で
仕
事
を
請
け
負
う
白
ナ
ン
バ

ー
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
す
る
荷
主

企
業
に
対
し
て
是
正
指
導
を
実

施
し
︑
真
面
目
に
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
皆
様
を
守
る
た
め
の
対

策
も
盛
り
込
ん
で
い
る
︒
会
員

事
業
者
の
皆
様
に
は
︑
白
ナ
ン

バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て
い

る
悪
徳
荷
主
に
関
す
る
で
き
る

限
り
具
体
的
な
情
報
提
供
を
お

願
い
し
た
い
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
し

て
は
引
き
続
き
︑
今
国
会
で
の

議
員
立
法
に
よ
る
改
正
事
業
法

・
特
別
措
置
法
の
早
期
可
決
・

成
立
を
目
指
し
て
邁
進
し
て
い

く
︒

　

そ
の
他
に
も
︑
適
正
運
賃
・

料
金
収
受
の
実
現
や
︑
多
重
下

請
構
造
の
改
善
な
ど
︑
業
界
を

取
り
巻
く
諸
課
題
は
多
々
あ
る

が
︑
会
員
事
業
者
が
一
致
団
結

し
︑﹁
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ

ャ
ン
プ
﹂
と
︑
矢
継
ぎ
早
に
業

界
の
健
全
化
を
強
力
に
推
し
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

我
が
国
の
経
済
活
動
を
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
る
多
く
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
︑
自
分
の
仕
事
に

対
し
て
誇
り
を
抱
き
︑
幸
せ
を

感
じ
な
が
ら
仕
事
に
励
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
︑
全
ト
協
と
し

て
は
引
き
続
き
様
々
な
施
策
を

推
進
し
て
い
く
︒

第209回理事会で改正事業法・特別措置法の早期可決・成立に向け決意を述べる坂本会長

木村 　大
物流・自動車局

官房審議官

坂本　克己
全ト協会長

山本　巧
道路局長

ドライバーの幸せが「くらしの向上」と「経済の成長」をよぶ!!
その思いがひとつになった理事会

白トラを利用する悪徳荷主の情報提供を！

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

第
２
０
９
回
理
事
会

令
和
７
年
度
事
業
計
画
書（
案
）等
を
承
認
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　あなたは、出勤時間帯の片道１車線道路を前車に追従し
ながら走行しています。対向車線は渋滞しています。前車の
ブレーキランプが点灯しました。この場面にはどのような危
険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運
転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 174回〕「対向車線が渋滞している片側１車線道路」

（解説・7面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

適
正
化
事
業
の
さ
ら
な
る
充

実
化
目
指
し
官
公
労
が
協
議

第
49
回
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
対
策
協
議
会

　

適
正
化
事
業
委
員
会
に
引

き
続
き
︑
国
土
交
通
省
主
催

の
第
49
回
﹁
貨
物
自
動
車
運

送
適
正
化
事
業
対
策
協
議
会
﹂

（
議
長
:
野
尻
俊
明
日
通

学
園
理
事
長
）
が
開
催
さ
れ

た
︒

　

同
協
議
会
は
︑
学
識
経
験

者
や
マ
ス
コ
ミ
・
荷
主
関
係

者
︑
一
般
消
費
者
︑
労
働
組

合
関
係
者
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
等
で
構
成
︒
適
正
化

事
業
の
施
策
に
つ
い
て
議
論

す
る
こ
と
で
︑
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
の
信
頼
性
向
上
を

図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い

る
︒

　

冒
頭
︑
鶴
田
浩
久
国
交
省

物
流
・
自
動
車
局
長
と
坂
本

克
己
全
国
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
実
施
機
関
本
部

長
（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
）
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ

第
65
回
「
適
正
化
事
業
委
員
会
」

指
導
を
実
施
し
た
結
果
︑
６

年
度
は
Ａ
・
Ｂ
評
価
が
同
１

・
８
ポ
イ
ン
ト
増
の
70
・
６

％
︑
Ｄ
・
Ｅ
評
価
が
同
１
・

１
ポ
イ
ン
ト
減
の
１
・
４
％

と
︑
目
標
を
達
成
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
︒

　

続
い
て
︑
①
７
年
度
適
正

化
事
業
活
動
指
針
（
案
）︑

②
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

お
よ
び
予
算
（
案
）︑
③
６

年
度
適
正
化
事
業
指
導
員
表

彰
（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審

議
し
︑
原
案
通
り
承
認
︒
①

に
は
︑
重
点
項
目
に
﹁
Ｇ
メ

ン
調
査
業
務
の
積
極
的
な
推

進
﹂
等
を
追
加
し
︑
Ｇ
メ
ン

調
査
員
の
全
国
研
修
開
催

や
︑
巡
回
指
導
時
に
収
集
し

た
悪
質
荷
主
に
関
す
る
情
報

を
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン

に
提
供
し
て
連
携
強
化
を
図

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
︒

　

ま
た
︑
６
年
８
月
か
ら
適

正
化
事
業
に
適
正
化
事
業
苦

情
調
査
業
務
が
追
加
さ
れ
た

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
︑
適
正

化
事
業
の
進
め
方
の
見
直
し

を
検
討
す
る
た
め
︑﹁
適
正

化
事
業
業
務
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
﹂
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
同
委
員
会
で
承
認

さ
れ
た
６
年
度
活
動
状
況
お

よ
び
７
年
度
活
動
指
針
に
つ

い
て
は
︑
同
日
開
催
の
第
49

回
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
適
正

化
事
業
対
策
協
議
会
﹂（
別

掲
）
を
経
て
︑
第
19
回
﹁
全

国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化

事
業
実
施
機
関
本
部
長
会

議
﹂（
関
連
３
面
）
へ
上
程
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

２
月
26
日
︑
第
65
回
﹁
適

正
化
事
業
委
員
会
﹂（
御
手

洗
安
委
員
長
）
が
開
催
さ
れ

た
︒

　

議
事
で
は
ま
ず
︑﹁
令
和

６
年
度
適
正
化
事
業
実
施
機

関
の
活
動
状
況
﹂
に
つ
い
て

事
務
局
が
報
告
︒
６
年
度
の

重
点
項
目
で
あ
る
Ｄ
・
Ｅ
評

価
事
業
所
に
対
す
る
巡
回
指

導
の
重
点
化
に
つ
い
て
︑﹁
Ａ

・
Ｂ
評
価
を
前
年
度
比
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
︑
Ｄ
・

Ｅ
評
価
を
同
１
・
０
ポ
イ
ン

ト
以
上
減
﹂
を
目
標
に
巡
回

令
和
７
年
度
適
正
化
事
業

活
動
指
針
等
を
承
認

第65回「適正化事業委員会」（2月26日、全ト協）

た
後
︑﹁
令
和
６
年
度
適
正

化
事
業
実
施
機
関
の
活
動
状

況
﹂
や
︑﹁
７
年
度
適
正
化

事
業
活
動
指
針
（
案
）﹂
に

つ
い
て
協
議
し
︑
い
ず
れ
も

承
認
︒

　

続
く
﹁
最
近
の
行
政
の
取

り
組
み
﹂
で
は
︑
国
交
省
物

流
・
自
動
車
局
の
三
輪
田
優

子
貨
物
流
通
事
業
課
長
と
永

井
啓
文
安
全
政
策
課
長
が
同

省
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
関
す
る
取
り
組
み
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

質
疑
応
答
で
は
︑
地
方
適

正
化
事
業
指
導
員
に
つ
い
て

全
国
的
な
定
数
確
保
を
求
め

る
声
や
︑
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
拡
充
に
関

す
る
要
望
な
ど
が
出
席
委
員

か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
︑
適
正

化
事
業
の
充
実
化
に
資
す
る

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
︒

令
和
５
年
度
出
捐
金
事
業
実

績
の
評
価
を
決
定

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金

出
捐
金
事
業
評
価
機
関
会
議

　

２
月
28
日
︑
第
19
回
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
出
捐

金
事
業
評
価
機
関
会
議
（
座

長
:
野
尻
俊
明
日
通
学
園

理
事
長
）
が
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

同
会
議
は
︑
全
ト
協
が
実

施
す
る
出
捐
金
事
業
に
つ
い

て
︑
透
明
性
確
保
の
観
点
か

ら
毎
年
度
の
事
業
実
績
を
評

価
す
る
も
の
︒
今
回
は
︑
令

和
５
年
度
事
業
に
お
け
る
評

価
を
決
定
し
た
︒

　

評
価
対
象
事
業
項
目
お
よ

び
評
価
結
果
は
次
の
通
り

（
評
価
方
法
=
中
期
目
標
の

達
成
に
向
け
て
︑
Ａ
:
優

れ
た
実
施
状
況
︑
Ｂ
:
お

お
む
ね
順
調
な
実
施
状
況
︑

Ｃ
:
順
調
な
実
施
状
況
に

な
く
︑
事
業
の
見
直
し
等
が

必
要
）︒

◆ 

輸
送
の
安
全
の
確
保
①

（
交
通
事
故
防
止
）=
Ｂ
︑

同
②
（
労
働
災
害
︹
過
労

死
等
︺
の
防
止
）
=
Ａ

◆ 

環
境
の
保
全
①
（
Ｃ
Ｏ
２

削
減
）
=
Ｂ

◆ 

事
業
適
正
化
①
（
巡
回
指

導
）
=
Ｂ
︑
同
②
（
安
全

性
評
価
事
業
）
=
Ａ

◆ 

輸
送
サ
ー
ビ
ス
改
善
・
向

上
①
（
輸
送
相
談
・
引
越

優
良
認
定
）
=
Ｂ
︑
同
②

（
資
金
融
通
支
援
）
=
Ａ

　

そ
の
ほ
か
の
議
事
で
は
︑

﹁
評
価
基
本
方
針
の
改
正
﹂

（
案
）
お
よ
び
﹁
次
期
中
期

目
標
﹂
に
つ
い
て
審
議
・
承

認
︒
続
い
て
︑
７
年
度
事
業

計
画
書
（
案
）
の
内
容
等
に

つ
い
て
事
務
局
が
説
明
し
た
︒

第
83
回
「
広
報
委
員
会
」　

７
年
度
の
広
報
事
業
計
画

（
案
）
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
果
た
す
役
割
と
重
要
性

の
理
解
促
進
や
業
界
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
︑

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め

る
こ
と
を
重
点
施
策
に
掲

げ
︑
メ
デ
ィ
ア
や
各
種
広
報

媒
体
を
駆
使
し
︑
よ
り
き
め
細
や
か
な
広
報
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
︒

　

２
月
28
日
︑
第
83
回
﹁
広

報
委
員
会
﹂（
吉
田
修
一
委

員
長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
６
年
度

広
報
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
た
ほ
か
︑
７
年

度
広
報
事
業
計
画
（
案
）・

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
審
議

・
承
認
し
た
︒

き
め
細
や
か
な
広
報
活
動
で
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
推
進

第83回「広報委員会」（2月28日、全ト協）

第
２
回
「
道
路
・
施
設
委
員
会
」

や
重
要
物
流
道
路
等
広
域
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な

ど
︑
使
い
や
す
い
道
路
の
実

現
の
た
め
︑
９
項
目
に
お
よ

ぶ
令
和
７
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
し
︑

理
事
会
へ
上
程
す
る
こ
と
と

し
た
︒

　

報
告
事
項
で
は
︑
尾
道
Ｔ

Ｓ
視
察
︑
三
次
Ｔ
Ｓ
福
祉
施

設
委
託
事
業
者
の
交
代
︑
新

井
Ｔ
Ｓ
売
却
に
向
け
た
新
潟

県
妙
高
市
と
の
協
議
︱
︱
に

つ
い
て
事
務
局
が
説
明
し
た
︒

ま
た
︑
各
Ｔ
Ｓ
の
修
繕
工
事

実
施
状
況
お
よ
び
利
用
状
況

な
ど
現
状
報
告
も
行
っ
た
︒

　

３
月
３
日
︑
第
２
回
﹁
道

路
・
施
設
委
員
会
﹂（
寺
岡

洋
一
委
員
長
）
が
開
催
さ
れ

た
︒

　

冒
頭
︑
寺
岡
委
員
長
が
︑

﹁
本
日
は
令
和
７
年
度
事
業

計
画
案
お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
の
運

営
等
に
つ
い
て
自
由
闊
達
に

ご
意
見
い
た
だ
き
た
い
﹂
と

あ
い
さ
つ
︒
議
事
で
は
︑
高

速
道
路
料
金
の
割
引
の
拡
充

令
和
７
年
度
事
業
計
画９項

目
を
承
認

第２回「道路・施設委員会」（3月3日、全ト協）

木
村　

大国
土
交
通
省

物
流
・
自
動
車
局

官
房
審
議
官

　
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
中
で
︑
国
土
交
通
省

で
は
今
年
２
月
に
初
の
試
み

と
し
て
︑
中
野
洋
昌
国
土
交

通
大
臣
に
よ
る
引
越
分
散
化

に
関
す
る
国
民
へ
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
︒
こ
れ
に
よ
っ

て
︑
国
民
の
皆
様
に
引
越
時

期
の
分
散
の
必
要
性
が
浸
透

し
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
︒

第
24
回
「
経
営
改
善
・
Ｄ
Ｘ
委
員
会
」

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
︒

　

７
年
度
助
成
事
業
の
主
な

変
更
点
と
し
て
は
︑
自
動
点

呼
機
器
導
入
支
援
助
成
事
業

を
﹁
自
動
点
呼
機
器
・
Ｄ
Ｘ

導
入
促
進
助
成
事
業
﹂
と
改

称
し
︑
予
算
を
５
千
万
円
か

ら
７
千
万
円
に
増
額
し
た
ほ

か
︑﹁
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
等

確
保
の
た
め
の
運
転
免
許
取

得
支
援
助
成
事
業
﹂
の
助
成

対
象
に
つ
い
て
︑
特
例
教
習

の
受
講
や
準
中
型
免
許
の
新

規
取
得
・
限
定
解
除
に
加

え
︑
普
通
免
許
・
準
中
型
免

許
に
係
る
外
国
免
許
切
替
手

続
に
お
け
る
技
能
・
知
識
確

認
に
合
格
す
る
た
め
に
必
要

な
技
能
・
知
識
を
習
得
さ
せ

る
た
め
の
講
習
で
あ
る
﹁
外

免
切
替
講
習
﹂
の
受
講
を
追

加
し
た
︒

　

な
お
議
事
に
先
立
ち
︑
厚

生
労
働
省
の
労
働
基
準
局
︑

職
業
安
定
局
︑
雇
用
環
境
・

均
等
局
お
よ
び
人
材
開
発
統

括
官
付
の
４
人
の
担
当
者
が
︑

７
年
度
の
厚
労
省
助
成
金

（
人
材
・
雇
用
関
係
）
に
つ

い
て
説
明
し
た
︒

　

第
24
回
﹁
経
営
改
善
・
Ｄ

Ｘ
委
員
会
﹂（
庄
子
清
一
委

員
長
）
が
２
月
25
日
に
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
開
催
さ

れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
７
年

度
事
業
計
画
（
案
）︑
②
７

年
度
助
成
事
業
（
案
）︑
③

書
面
化
ア
プ
リ
の
開
発
・
提

供
︑
④
特
定
技
能
の
進
捗
状

況
︱
︱
等
に
つ
い
て
審
議
し
︑

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・

助
成
事
業
案
を
承
認

山
本　

巧国
土
交
通
省

道
路
局
長

　
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
足

し
︑
モ
ノ
が
運
べ
な
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
︒

道
路
局
と
し
て
は
︑
輸
送
の

効
率
化
に
も
資
す
る
︑
早
く

移
動
で
き
る
道
路
の
整
備
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

引
き
続
き
︑
渋
滞
対
策
や
高

速
道
路
２
車
線
区
間
の
４
車

線
化
な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
皆
様
が
利
用
し
や

す
い
道
路
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
︒

　

国
交
省
で
は
経
済
団
体
に

対
し
て
︑
引
き
続
き
引
越
時

期
の
分
散
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
︑
標
準
的
運
賃
を
活

用
し
た
運
送
事
業
者
を
積
極

的
に
利
用
す
る
よ
う
︑
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
︒

　

一
方
で
︑
物
流
改
正
法
が

順
次
施
行
さ
れ
る
４
月
１
日

が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
︒
国

交
省
で
は
こ
れ
ま
で
︑
経
済

産
業
省
︑
農
林
水
産
省
と
の

３
省
合
同
に
よ
る
審
議
会
で

改
正
法
施
行
に
伴
う
取
り
組

み
内
容
を
精
査
し
て
き
ま
し

た
が
︑
今
後
も
荷
主
企
業
や

関
係
省
庁
な
ど
と
し
っ
か
り

　

高
速
道
路
の
利
用
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時
間
短
縮

に
も
大
き
く
寄
与
し
ま
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
皆

様
に
高
速
道
路
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
︑

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
﹁
利

用
し
や
す
い
道
路
料
金
の
実

現
﹂
で
す
︒
皆
様
か
ら
強
い

ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
大

口
・
多
頻
度
割
引
の
拡
充
措

置
に
つ
い
て
は
︑
令
和
６
年
度

の
補
正
予
算
に
関
係
費
用
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
︑
来

年
度
も
継
続
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
深
夜
割
引
に
つ
い
て

は
︑
０
時
か
ら
４
時
ま
で
の
割

引
適
用
時
間
帯
を
︑
22
時
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
を
よ
り
魅
力
的
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
︑
業
界
の

飛
躍
的
な
発
展
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
︒

　

ま
た
︑
議
員
立
法
に
よ
る

事
業
法
改
正
と
ト
ラ
ッ
ク
特

別
措
置
法
の
導
入
に
つ
い
て

も
︑
何
と
し
て
も
成
し
遂
げ

る
と
い
う
業
界
の
皆
様
の
勢
い

に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
︑

関
係
省
庁
と
連
携
し
な
が
ら
︑

業
界
・
荷
主
・
社
会
の
﹁
三

方
よ
し
﹂
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

ら
５
時
ま
で
に
拡
大
す
る
な

ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方

改
革
に
も
資
す
る
見
直
し
と

な
っ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
に
つ
い

て
は
︑
今
年
７
月
頃
か
ら
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
︑

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
︒

　

さ
ら
に
︑
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
は
︑

駐
車
マ
ス
の
拡
充
や
立
体
構

造
化
な
ど
︑
様
々
な
手
法
を

活
用
し
た
駐
車
容
量
の
最
大

化
や
︑
短
時
間
限
定
駐
車
マ

ス
の
整
備
な
ど
︑
確
実
な
駐

車
機
会
の
提
供
に
向
け
た
取

り
組
み
も
進
め
て
ま
い
り
ま

す
︒

理
事
会
来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

１
面
に
関
連

食
堂
の
運
営
時
間
を
変
更

浜
松
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

浜
松
Ｔ
Ｓ
は
２
月
25
日
㈫
か

ら
当
面
の
間
︑
食
堂
の
営
業
時

間
を
次
の
通
り
変
更
し
て
い
る
︒

▼
平
日
=
８
時
~
17
時
︑
土
・

日
曜
︑
祝
日
=
８
時
~
14
時

食
堂
・
休
憩
室
・
コ
イ
ン

シ
ャ
ワ
ー
の
運
営
時
間
を

短
縮

苫
小
牧
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

苫
小
牧
Ｔ
Ｓ
は
３
月
18
日

㈫
︑
食
堂
・
休
憩
室
・
コ
イ
ン

シ
ャ
ワ
ー
の
運
営
時
間
を
６
時

~
14
時
に
短
縮
す
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

第49回「貨物自動車運送適正化事業対策協議
会」（2月26日、全ト協）

第19回運輸事業振興助成交付金出捐金事業評
価機関会議（2月28日、全ト協）

第24回「経営改善・DX委員会」（2月25日、全ト協）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～ブレーキ編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�車両から離れるときはエンジンを切り、完全にブレーキをかけるな
ど停止を保つための措置を講じなければならない。（ ○・× ）

❷	�特定小型原動機付自転車を停止させるときは、安全を確かめた後、
早めに停止の合図を行い、まず静かに前輪ブレーキを掛けて十分速
度を落としながら道路の左端に沿って停止する。（ ○・× ）

❸	�安全にカーブを回るためには、カーブに入ってすぐにブレーキを掛
け、速度を落とす。（ ○・× ）

❹	�空走距離とは運転者が危険を感じてからブレーキを踏み、ブレーキ
が実際に効き始めるまでの間に車が走る距離をいう。（ ○・× ）

❺	道路が滑りやすい状態のときは、ブレーキを数回に分けて使うと
効果的である。（ ○・× ）

（解答は7面）

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】	 ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵
便はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報
とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20
名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】	 令和7年3月31日㈪（当日消印有効）

【 宛 て先 】	 〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
	 （公社）全日本トラック協会 総務部広報室

【 発 表 】	 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。「まちがいさがし」の正
解は、4月5日号（予定）の本紙に掲載予定です。皆様のご応募をお待ちしています。
※�ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラッ

ク協会 個人情報保護方針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
30か所みつけられるかな？30か所みつけられるかな？

「卒業式」テーマ「卒業式」テーマ

ほっと一息ほっと一息

Ａ

Ｂ

【作画】前川しんすけ

共
同
住
宅
に
荷
さ
ば
き

駐
車
施
設
の
設
置
義
務

付
け
可
能
地
域
が
拡
大

「
駐
車
場
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
閣
議
決
定

　

国
土
交
通
省
は
３
月
４
日
︑

﹁
駐
車
場
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
﹂
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
と
発
表
し
た
︒

　

近
年
の
超
高
層
共
同
住
宅

の
増
加
や
︑
宅
配
需
要
の
増

加
等
の
社
会
経
済
状
況
の
変

化
に
よ
り
︑
共
同
住
宅
の
新

築
等
に
よ
る
外
部
か
ら
の
駐

車
需
要
が
生
じ
る
程
度
が
増

 

２
０
３
０
年
代
半
ば
に
先
行

ル
ー
ト
等
で
の
運
用
開
始
を

目
指
す

「
自
動
物
流
道
路
に
関
す
る

検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
３
月
６

日
︑
第
８
回
﹁
自
動
物
流
道

路
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
委

員
長
:
羽
藤
英
二
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教

授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適

用
や
︑
担
い
手
不
足
な
ど
の

物
流
危
機
へ
の
対
応
︑
温
室

大
︒
同
政
令
の
創
設
に
よ
り
︑

共
同
住
宅
に
お
け
る
荷
さ
ば

き
駐
車
施
設
の
不
足
に
対
応

す
る
︒

　

同
政
令
で
は
︑
自
動
車
の

駐
車
需
要
を
生
じ
さ
せ
る
程

度
の
大
き
い
用
途
と
し
て

﹁
共
同
住
宅
﹂
を
追
加
︒
こ

れ
に
よ
り
︑
地
方
公
共
団
体

の
条
例
に
よ
っ
て
︑
共
同
住

宅
に
対
し
て
駐
車
施
設
の
設

置
を
義
務
付
け
る
こ
と
の
で

き
る
地
域
が
拡
大
す
る
︒

　

施
行
は
︑
令
和
８
年
４
月

１
日
（
予
定
）︒

効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
て
︑

新
た
な
物
流
形
態
と
し
て
︑

道
路
空
間
を
活
用
し
た
﹁
自

動
物
流
道
路
﹂
の
構
築
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
︒

　

今
回
は
︑
関
係
事
業
者
へ

を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
た
︒

 

事
業
間
遠
隔
点
呼
・
業
務

前
自
動
点
呼
の
制
度
化
に

向
け
て
最
終
と
り
ま
と
め

第
３
回「
運
行
管
理
高
度
化
Ｗ
Ｇ
」

　

国
土
交
通
省
は
３
月
３

日
︑令
和
６
年
度
第
３
回
﹁
運

行
管
理
高
度
化
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）﹂（
座
長

:
加
藤
博
和
名
古
屋
大
学

大
学
院
環
境
学
研
究
科
教

授
）
を
開
催
し
た
︒

　

今
回
は
︑
事
業
者
間
遠
隔

点
呼
や
業
務
前
自
動
点
呼
に

つ
い
て
︑
そ
の
制
度
化
に
向

け
た
最
終
と
り
ま
と
め
に
係

る
議
論
を
実
施
︒
今
後
︑
議

論
結
果
を
元
に
︑
制
度
化
に

向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
事
業
者
間
遠
隔
点

呼
と
業
務
前
自
動
点
呼
の
先

行
実
施
事
業
者
に
対
し
て

は
︑
実
施
期
間
が
７
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
制
度
化
切
替
ま
で

の
猶
予
期
間
と
し
て
︑
７
年

12
月
ま
で
の
実
施
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
７
年
度
の
運
行
管

理
高
度
化
に
関
す
る
取
り
組

み
と
し
て
︑
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
点
呼
制
度
の
活
用
促

進
に
係
る
周
知
・
啓
発
︑
②

運
行
管
理
業
務
の
一
元
化
の

さ
ら
な
る
検
討
︑
③
運
行
中

の
動
態
管
理
に
よ
る
安
全
向

上
策
に
つ
い
て
の
検
討
︱
︱

等
を
進
め
る
と
と
も
に
︑
他

検
討
会
や
Ｗ
Ｇ
と
も
連
携
し

な
が
ら
︑
点
呼
制
度
・
運
行

管
理
業
務
の
一
元
化
等
に
つ

い
て
の
議
論
を
適
宜
Ｗ
Ｇ
形

式
で
行
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

毒
物
お
よ
び
劇
物
の
適

正
な
保
管
管
理
を
呼
び

か
け

大
阪
・
関
西
万
博
開
催
を
前
に

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
︑
通
達
﹁
２
０
２

５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
大

阪
・
関
西
万
博
）
開
催
に
伴

う
毒
物
及
び
劇
物
の
適
切
な

保
管
管
理
に
つ
い
て
﹂
を
発

出
し
た
︒

　

厚
労
省
で
は
全
ト
協
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
本
年
４

月
13
日
か
ら
10
月
13
日
に
か

け
て
︑
大
阪
府
大
阪
市
此
花

区
夢
洲
で
開
催
予
定
の
万
博

に
備
え
︑
危
害
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
︑

①
﹁
毒
物
及
び
劇
物
の
保
管

管
理
に
つ
い
て
﹂︑﹁
毒
物
及

び
劇
物
の
盗
難
又
は
紛
失
防

止
に
係
る
留
意
事
項
に
つ
い

て
﹂
等
を
踏
ま
え
︑
毒
物
及

び
劇
物
取
締
法
第
11
条
第
１

項
等
に
基
づ
き
︑
適
切
に
︑

毒
物
お
よ
び
劇
物
の
保
管
管

理
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
改

め
て
点
検
す
る
こ
と
︱
︱
な

ど
３
項
目
に
留
意
し
な
が

ら
︑
毒
物
お
よ
び
劇
物
を
適

切
に
管
理
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
︒

第
23
回
「
労
働
安
全
・
災
害
防
止
委
員
会
」

ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様

へ
﹂
ペ
ー
ジ
に
︑
７
年
度
は

特
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
動
習

慣
改
善
に
関
す
る
有
益
な

情
報
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載

す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
︒

　

続
い
て
︑
６
年
度
労
働
安

全
・
災
害
防
止
事
業
の
進

捗
状
況
や
︑
６
年
の
労
働
災

害
発
生
状
況
（
速
報
）
に
つ

い
て
報
告
︒
ま
た
︑
厚
生
労

働
省
﹁
団
体
経
由
産
業
保

健
活
動
推
進
助
成
金
﹂
や

国
土
交
通
省
補
正
予
算
﹁
中

小
物
流
事
業
者
の
労
働
生

産
性
向
上
事
業
﹂
等
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
た
︒

　

な
お
議
事
に
先
立
ち
︑

経
済
産
業
省
商
務
・
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
の
山
崎
牧
子

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
課
課
長
補

佐
が
﹁
健
康
経
営
の
増
進
に

つ
い
て
﹂︑
健
康
経
営
優
良

法
人
認
定
事
務
局
で
あ
る

日
本
経
済
新
聞
社
イ
ベ
ン
ト

・
企
画
ユ
ニ
ッ
ト
の
中
井
睦

之
企
画
部
長
が
﹁
は
じ
め
よ

う
！　

健
康
経
営
﹂
を
テ
ー

マ
に
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ

た
︒

　

第
23
回
﹁
労
働
安
全
・

災
害
防
止
委
員
会
﹂（
赤
上

信
弥
委
員
長
）
が
２
月
28
日

に
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
７
年
度

の
労
働
安
全
・
災
害
防
止

に
関
す
る
事
業
計
画（
案
）︑

助
成
事
業
（
案
）︑
セ
ミ
ナ

ー
（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審

議
・
承
認
︒
７
年
度
の
健
康

増
進
対
策
に
関
す
る
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
︑
事
業

者
・
管
理
者
向
け
の
メ
ン
タ

新
規
健
康
増
進
対
策
な
ど

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
承
認

第23回「労働安全・災害防止委員会」（2月28日、全ト協）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

通
省
に
よ
る
早
期
監
査
︑
行

政
処
分
の
実
施
に
繋
げ
る
た

め
︑
今
後
も
適
正
化
事
業
を

継
続
し
て
ま
い
り
た
い
﹂
と

あ
い
さ
つ
︒続
く
議
事
で
は
︑

令
和
７
年
度
適
正
化
事
業
化

活
動
指
針
を
審
議
︑
承
認
し

た
︒

　

７
年
度
の
重
点
項
目
は
︑

別
掲
の
通
り
︒

業
界
の
さ
ら
な
る
適
正
化

に
向
け
て
Ｇ
メ
ン
調
査
業

務
を
推
進

第
19
回
﹁
全
国
貨
物
自
動
車

運
送
適
正
化
実
施
機
関

本
部
長
会
議
﹂

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
３

月
６
日
︑
第
19
回
﹁
全
国
貨

物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業

実
施
機
関
本
部
長
会
議
﹂（
本

部
長
:
坂
本
克
己
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
を
開

催
し
た
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
坂
本
克
己

本
部
長
が
﹁
総
合
評
価
が
Ｄ

・
Ｅ
な
ど
指
導
の
必
要
性
が

高
い
事
業
者
に
重
点
化
し
た

巡
回
指
導
の
実
施
に
よ
り
︑

業
界
の
底
上
げ
が
進
ん
で
い

る
︒
法
令
を
遵
守
し
な
い
事

業
者
に
つ
い
て
は
︑
国
土
交

「
物
流
経
営
士
研
修
交
流

会
」
を
開
催

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
水
野
功
会
長
）
は
２
月
27

日
︑
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
総
合

会
館
で
﹁
物
流
経
営
士
研
修

交
流
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
研
修
会
は
︑
東
ト
協
が

若
手
経
営
者
や
経
営
幹
部
等

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

﹁
物
流
経
営
士
課
程
﹂
を
修

了
し
た
物
流
経
営
士
を
対
象

に
開
催
︒
物
流
経
営
士
の
さ

ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
︑

物
流
経
営
士
同
士
の
受
講
期

を
超
え
た
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
︒

当
日
は
︑
第
11
期
か
ら
第
24

期
ま
で
の
物
流
経
営
士
45
人

が
参
加
し
た
︒

　

記
念
講
演
で
は
︑
同
課
程

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
会
議

委
員
を
務
め
て
い
る
︑
中
田

信
哉
神
奈
川
大
学
名
誉
教
授

が
﹁
二
つ
の
物
流
の
風
景
﹂

を
テ
ー
マ
に
講
演
︒
そ
の
後

開
催
さ
れ
た
交
流
会
は
︑
多

く
の
参
加
者
同
士
が
積
極
的

に
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
︑

物
流
経
営
士
と
し
て
の
絆
を

よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
の
で

き
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
︒

『
と
く
し
ま
シ
ュ
ー
カ
ツ
！

　
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
』
に
人
材
確

保
イ
ラ
ス
ト
広
告
を
掲
載

徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
湯
浅
恭
介
会
長
）
は
こ
の

ほ
ど
︑
新
規
高
校
卒
業
生
な

ど
を
対
象
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
就
職
先
と
し
て
選

択
し
て
も
ら
う
た
め
の
人
材

確
保
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
﹁
走
り

出
す
︑き
み
と
︒﹂を
制
作
し
︑

人
材
確
保
・
育
成
活
動
に
活

用
し
て
い
る
︒
ポ
ス
タ
ー
は

Ａ
２
サ
イ
ズ
の
フ
ル
カ
ラ
ー

で
１
０
０
枚
作
成
︒
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
な
る
若
者
や
女
性
の

目
を
引
く
よ
う
︑
溌
剌
と
し

た
明
る
い
表
現
に
し
た
︒
イ

ラ
ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン
は
県
内

在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
︑

ペ
ン
ネ
ー
ム
﹁
紅
茶
珈
琲
﹂

さ
ん
が
担
当
︒
ポ
ス
タ
ー
は
︑

県
内
の
就
職
割
合
の
高
い
高

等
学
校
︑
自
動
車
教
習
所
の

ほ
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
配
布

す
る
︒

　

ま
た
︑
地
元
タ
ウ
ン
誌
の

制
作
会
社
﹁
あ
わ
わ
﹂
が
令

和
７
年
３
月
に
発
行
し
︑
新

年
度
に
県
内
の
９
割
以
上
の

公
立
・
私
立
高
校
の
高
校
３

年
生
に
無
料
で
配
布
さ
れ
る

就
職
情
報
誌
﹃
と
く
し
ま
シ

ュ
ー
カ
ツ
！　

Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
﹄

に
も
掲
載
す
る
︒
さ
ら
に
同

ポ
ス
タ
ー
か
ら
徳
島
県
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
求
人
情

報
ペ
ー
ジ﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
に
な

ろ
う
﹂
へ
も

リ
ン
ク
し
て
い
る
︒

奈
良
県
の
観
光
名
所
や　

　
　

 

歴
史
・
文
化
を
Ｐ
Ｒ

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会 

 　
奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
塚
本
哲
夫
会
長
）
は
２
月

27
日
︑
奈
良
県
庁
正
面
玄
関

前
で
︑
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク

の
出
発
式
を
開
催
し
た
︒

　

奈
良
県
ト
協
と
奈
良
県

は
︑
奈
良
県
の
観
光
︑
農
産

物
︑
地
域
産
業
な
ど
を
広
く

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
︑
営

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
デ
ザ
イ
ン
を
施
す
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
︒
今
般
12

回
目
を
数
え
る
同
事
業
で

は
︑
フ
ジ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

㈱
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
２
台
へ

デ
ザ
イ
ン
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施

し
た
︒今
回
の
デ
ザ
イ
ン
は
︑

﹁﹃
日
本
﹄
始
ま
り
の
地　

飛
鳥
・
藤
原
﹂
と
﹁
四
季
に

染
ま
る
奈
良
・
奥
大
和
へ
﹂

の
２
テ
ー
マ
︒
ト
ラ
ッ
ク
左

右
側
面
の
パ
ネ
ル
︑
後
ろ
の

ド
ア
だ
け
で
な
く
︑
東
京
な

ど
大
都
市
圏
を
走
行
す
る
際

に
︑
高
層
ビ
ル
な
ど
か
ら
見

下
ろ
し
た
際
に
も
見
え
る
よ

う
︑
荷
台
上
面
に
も
ラ
ッ
ピ

ン
グ
を
施
し
た
︒
会
場
で
は

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
大
型

ト
ラ
ッ
ク
２
台
の
お
披
露
目

と
︑
塚
本
会
長
・
森
本
禎
男

副
会
長
か
ら
山
下
真
知
事
へ

43
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク

の
贈
呈
お
よ
び
記
念
撮
影
が

行
わ
れ
た
後
︑
２
台
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
が
出
発
し

た
︒

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

ほ
か
︑
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
結
果
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
報
告
︒
ま
た
︑

今
後
の
進
め
方
と
し
て
︑
別

掲
で
示
し
た
項
目
が
検
討
さ

れ
た
︒

　

ま
た
︑
今
後
に
向
け
た
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
と
し
て
︑
２
０

２
５
年
度
に
東
京
︱
大
阪
間

の
高
速
道
路
構
造
カ
ル
テ
の

作
成
・
公
表
や
︑
物
流
等
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
︑

官
民
協
議
会
（
仮
称
）
の
設

置
な
ど
を
行
い
︑
既
存
施
設

等
を
活
用
し
た
模
擬
的
な
空

間
に
お
け
る
実
証
実
験
や
︑

新
東
名
高
速
道
路
の
建
設
中

区
間
等
に
お
け
る
社
会
実
験

を
経
た
上
で
︑
２
０
３
０
年

代
半
ば
に
は
小
規
模
な
改
良

で
実
装
可
能
な
区
間
（
先
行

ル
ー
ト
）
等
で
の
運
用
開
始

令和７年度の重点項目（下線は新規事項）
【全国実施機関】
●巡回指導に係る対象事業者の重点化及び運送事業の適正化の充実強化
●巡回指導に係る評価手法の全国均一化の推進
●適正化事業指導員に対する研修事業の充実及び更なる資質の向上
●適正化事業調査員に係る研修事業の充実及びＧメン調査業務の積極的

な推進
●適正化情報システムを通じた国土交通省への迅速な情報提供
●貨物自動車運送事業安全性評価事業「Ｇマーク制度」の積極的な推進

【地方実施機関】
●運輸支局等との連携による速報制度及び乗務時間等告示違反事業所に

対する特別巡回指導等への適切な対応並びに総合評価がＤ・Ｅなどの
事業者に重点化した巡回指導の実施

●運輸支局等との連携による事業者の法令遵守を妨げる違反原因行為に
関する荷主情報収集の徹底

●働き方改革関連法や改正改善基準告示の周知及び改正貨物自動車運送
事業法の遵守の徹底

●「巡回指導の指針」および「巡回指導マニュアル」に基づく巡回指導
の徹底

徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
Ｈ
Ｐ
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
人
材
確
保
広
告
ポ

ス
タ
ー

塚
本
会
長
か
ら
山
下
知
事
へ
ミ
ニ

チ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
が
贈
呈
さ
れ
た（
２

月
27
日
、
奈
良
県
庁
）

自動物流道路実現に向けた
今後の進め方について

○自動物流道路の技術開発の方向性を検討するため、社会
実験に先立ち、既存の施設等を活用し、搬送機器等を用
いた自動物流道路の実証実験（POC）を実施してはどうか。

○自動物流道路の実装に向けた検討を促進し、実証実験に
おいて検討すべき課題等を抽出するなど、技術開発に係
る論点等について民間事業者との意見交換を行うための
自動物流道路に関する官民協議会を設置してはどうか。

○ビジネスモデルの具体化の検討を促すため、
　・�東京－大阪間の高速道路構造のカルテを作成・公表し

てはどうか。
　・�今後の物流需要を踏まえつつ、物流、通信、電力等の

シミュレーションを実施してはどうか。

下
請
法
改
正
案
が

閣
議
決
定

対
象
取
引
に
運
送

委
託
盛
り
込
む

　

中
小
企
業
庁
と
公
正
取
引

委
員
会
は
３
月
11
日
︑﹁
下
請

代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
及

び
下
請
中
小
企
業
振
興
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
﹂
が

閣
議
決
定
し
た
と
発
表
し
た
︒

　

近
年
の
急
激
な
労
務
費
︑

原
材
料
費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
上
昇
を
受
け
︑
発
注

者
・
受
注
者
の
対
等
な
関
係

に
基
づ
き
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
適
切
な
価
格
転

嫁
を
定
着
さ
せ
る
﹁
構
造
的

な
価
格
転
嫁
﹂
の
実
現
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
︒

　

今
回
の
一
部
改
正
で
は
︑

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
（
下
請
法
）
の
対
象
取
引

と
し
て
︑
製
造
︑
販
売
等
の

目
的
物
の
引
き
渡
し
に
必
要

な
運
送
の
委
託
を
追
加
︒
ま

た
︑
対
象
取
引
に
お
い
て
︑

代
金
に
関
す
る
協
議
に
応
じ

な
い
こ
と
や
︑
協
議
に
お
い

て
必
要
な
説
明
ま
た
は
情
報

の
提
供
を
し
な
い
こ
と
に
よ

る
︑
一
方
的
な
代
金
額
の
決

定
を
禁
止
す
る
︒

　

ま
た
︑
下
請
中
小
企
業
振

興
法
で
も
︑
運
送
委
託
を
対

象
取
引
に
追
加
す
る
︒

　

ま
た
︑﹁
下
請
﹂
等
の
用

語
の
見
直
し
を
実
施
し
︑﹁
下

請
事
業
者
﹂
を
﹁
中
小
受
託

事
業
者
﹂︑﹁
親
事
業
者
﹂
を

﹁
委
託
事
業
者
﹂
等
に
改
め

る
︒法
律
名
に
つ
い
て
も
︑﹁
下

請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
﹂
を
﹁
製
造
委
託
等
に
係

る
中
小
受
託
事
業
者
に
対
す

る
代
金
の
支
払
の
遅
延
等
の

防
止
に
関
す
る
法
律
﹂
に
︑

﹁
下
請
中
小
企
業
振
興
法
﹂

を﹁
受
託
中
小
企
業
振
興
法
﹂

に
改
め
る
︒

　

同
法
律
案
は
︑
現
在
開
会

中
で
あ
る
第
２
１
７
回
通
常

国
会
に
提
出
さ
れ
る
予
定
︒

公 取 委

物流経営士研修交流会を開催（2月27日、東ト
総合会館）

中田　信哉
神奈川大学名誉教授
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⑴ 

事
業
許
可
の
更
新
制
等
の
導
入
及

び
物
流
革
新
に
向
け
た
物
流
改
正

法
等
へ
の
対
応

① 

適
正
競
争
の
推
進
、
事
業
許
可
の

更
新
制
等
の
導
入

・ 

適
正
競
争
を
推
進
し
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
社
会
的
・
経
済
的
地
位
向
上

を
図
り
︑
輸
送
力
の
確
保
と
国
民

経
済
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
す
る

た
め
︑
ア
事
業
許
可
の
更
新
制
の

導
入
︑
イ
適
正
運
賃
の
収
受
︑
ウ

下
請
構
造
の
適
正
化
︑
エ
白
ト
ラ

利
用
に
係
る
荷
主
へ
の
是
正
指
導

を
内
容
と
す
る
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
改
正
と
そ
れ
を
担
保
す

る
特
別
措
置
法
（
新
法
）
の
成
立

を
目
指
す
︒

② 

商
慣
行
の
見
直
し
や
荷
待
ち
・
荷

役
時
間
の
削
減
等
物
流
効
率
化
に

向
け
た
対
応

・ 

改
正
流
通
業
務
総
合
効
率
化
法

及
び
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
に
基
づ
く
︑﹁
物
流
効
率
化

の
た
め
の
取
組
み
﹂
や
﹁
書
面
の

交
付
﹂
等
の
規
制
的
措
置
に
つ
い

て
会
員
事
業
者
に
対
し
周
知
徹
底

と
支
援
を
行
う
︒

・ 

商
慣
行
の
見
直
し
や
荷
待
ち
・
荷

役
時
間
の
削
減
等
物
流
効
率
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た

め
︑
関
係
行
政
機
関
や
関
係
団

体
等
と
の
連
携
を
図
り
︑
着
荷
主

を
含
む
荷
主
や
一
般
消
費
者
等
へ

の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
の
環
境

整
備
を
推
進
す
る
︒

・ 

国
土
交
通
省
及
び
厚
生
労
働
省

と
連
携
を
図
り
︑
中
央
及
び
都
道

府
県
の
協
議
会
が
引
き
続
き
適
確

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
地
方
協
議
会

に
お
け
る
事
業
を
支
援
す
る
︒

③ 

多
重
下
請
構
造
の
是
正
と
実
運
送

事
業
者
の
適
正
運
賃･

料
金
収
受

に
向
け
た
対
応

・ 

国
土
交
通
省
と
連
携
し
︑
多
重

下
請
構
造
是
正
に
向
け
た
対
応
を

推
進
す
る
と
と
も
に
︑﹁
多
重
下

請
構
造
の
あ
り
方
に
関
す
る
提

言
﹂の
深
化（
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
）

と
会
員
事
業
者
の
取
り
組
み
促
進

を
図
る
︒

・ 

改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

に
基
づ
く
実
運
送
体
制
管
理
簿
︑

運
送
利
用
管
理
規
定
の
作
成
等
の

規
制
的
措
置
に
つ
い
て
︑
会
員
事

業
者
に
対
し
周
知
徹
底
を
図
る
︒

④ 

下
請
法
改
正
へ
の
対
応

・ 

下
請
法
改
正
に
向
け
て
関
係
省
庁

に
対
し
適
切
に
対
応
し
︑
改
正
内

容
に
つ
い
て
は
会
員
事
業
者
に
対

し
て
周
知
徹
底
を
図
る
︒

⑤ 

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
９
６
０

時
間
及
び
改
正
改
善
基
準
告
示
の

遵
守
に
係
る
対
応

・ 

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
９
６
０

時
間
及
び
改
正
改
善
基
準
告
示
の

遵
守
に
向
け
︑
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通

じ
︑
会
員
事
業
者
に
対
し
関
係
法

令
や
告
示
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を

行
う
な
ど
︑
遺
漏
な
き
対
応
を
図

る
︒

・ 

荷
主
や
一
般
消
費
者
等
に
対
し
︑

Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
等
に
よ
り
荷
主
等
へ
の
理
解

促
進
を
図
る
た
め
の
環
境
整
備
を

行
う
︒

・ 

時
間
外
労
働
上
限
規
制
や
改
正

改
善
基
準
告
示
へ
の
対
応
状
況
等

の
実
態
把
握
を
行
う
︒

⑵ 

改
正
﹁
標
準
的
運
賃
・
標
準
運

送
約
款
﹂
の
活
用
等
に
よ
る
適
正

な
コ
ス
ト
収
受
等
転
嫁
対
策
の
推

進
① 

改
正
「
標
準
的
運
賃
」
及
び
「
標

準
運
送
約
款
」
の
周
知
に
係
る
対

応
・ 

会
員
事
業
者
に
対
し
︑
改
正
の
趣

旨
︑
内
容
や
届
出
に
係
る
周
知
を

図
り
︑
積
極
的
な
活
用
を
促
進
す

る
た
め
の
諸
施
策
を
展
開
す
る
と

と
も
に
︑
荷
主
に
対
し
積
極
的
に

広
報
・
周
知
活
動
を
行
う
︒

② 

「
標
準
的
運
賃
」
の
活
用
及
び
原

価
管
理
の
徹
底
等
に
よ
る
適
正
な

コ
ス
ト
収
受
等
転
嫁
対
策
の
推
進

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
を

目
的
と
し
た
価
格
転
嫁
に
向
け
た

荷
主
交
渉
を
促
進
す
る
た
め
︑
会

員
事
業
者
支
援
を
実
施
す
る
︒

・ ﹁
標
準
的
運
賃
﹂
及
び
﹁
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
﹂
の
ほ
か
︑
附
帯
作

業
料
・
待
機
時
間
料
や
高
速
道

路
料
金
な
ど
実
費
に
つ
い
て
︑
事

業
継
続
に
必
要
な
コ
ス
ト
が
収
受

で
き
る
よ
う
︑
実
態
の
把
握
に
努

め
︑
積
極
的
に
広
報
・
周
知
活
動

を
行
う
︒

・ 

公
正
取
引
委
員
会
の
﹁
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価
値
創
造
の
た

め
の
転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
﹂
及
び
﹁
労
務
費
の
適
切
な
転

嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る

指
針
﹂
に
基
づ
き
︑
特
に
労
務
費

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分

が
取
引
価
格
に
転
嫁
で
き
る
よ

う
︑
転
嫁
対
策
を
推
進
す
る
︒
ま

た
︑
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
の
普
及
に
向
け
て
積
極
的
に
対

応
す
る
︒

・ 

標
準
的
運
賃
と
自
社
原
価
の
関
連

を
踏
ま
え
た
交
渉
方
法
な
ど
︑
標

準
的
運
賃
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
と
と
も
に
︑
運
賃
交
渉
相
談

会
の
実
施
︑
専
門
家
に
よ
る
経
営

診
断
及
び
個
別
運
賃
交
渉
相
談

に
係
る
費
用
に
対
す
る
助
成
な

ど
︑
適
正
運
賃
の
収
受
に
向
け
た

支
援
を
行
う
︒

・ 

業
界
の
経
営
状
況
を
的
確
に
把
握

す
る
た
め
︑
業
界
の
指
標
と
な
る

経
営
分
析
報
告
書
の
と
り
ま
と
め

を
行
う
︒

⑶ 

交
通
事
故
防
止
、
飲
酒
運
転
根

絶
及
び
労
災
事
故
防
止
の
推
進

① 

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
事

故
実
態
の
把
握
と
要
因
分
析
及
び

事
故
防
止
対
策
の
啓
発

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て
︑
全

国
統
一
し
た
事
故
０
（
ゼ
ロ
）
を

目
指
す
日
を
設
定
し
︑
交
通
事
故

防
止
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
と
と

も
に
︑
交
通
事
故
被
害
者
団
体
な

ど
と
連
携
し
︑
更
な
る
交
通
事
故

防
止
対
策
の
深
度
化
を
図
る
︒

・ 

車
籍
別
︑
発
生
地
域
別
︑
車
両

区
分
別
︑
道
路
区
分
別
等
詳
細

に
交
通
事
故
実
態
を
分
析
・
把
握

し
︑
有
効
な
事
故
防
止
対
策
を
図

る
︒

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合

安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂
の
目
標

達
成
に
向
け
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
連
携
し
︑
事
故
分
析

結
果
に
基
づ
く
よ
り
実
効
性
の
あ

る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
た
事
故

防
止
対
策
を
促
進
す
る
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教
育
訓
練
促

進
助
成
事
業
の
対
象
施
設
の
拡

充
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
テ
キ
ス
ト

を
活
用
し
た
初
任
運
転
者
等
に
対

す
る
教
育
指
導
体
制
の
強
化
等
に

よ
り
︑
交
通
事
故
防
止
の
実
効
性

向
上
を
図
る
︒

・ ﹁
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
﹂
等
を
通
じ
︑
車
輪
脱
落
事

故
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る
︒
特

に
︑
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
た
め

の
増
し
締
め
の
徹
底
を
期
す
た

め
︑
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
有
し
な
い

事
業
所
へ
の
保
有
を
促
進
す
る
︒

② 

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
の
強
化

・ 

全
ト
協
が
作
成
し
た
﹁
飲
酒
運
転

防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
活
用

し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
対
す
る
ア

ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
携
行
︑
酒
気

帯
び
の
有
無
の
測
定
方
法
及
び
測

定
結
果
の
確
実
な
報
告
等
に
つ
い

て
指
導
を
徹
底
し
︑
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
が
関
係
し
た
飲
酒
運
転
事
故

事
例
を
周
知
す
る
な
ど
し
て
︑
飲

酒
運
転
根
絶
意
識
の
向
上
を
図
る
︒

・ 

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
各
都
道

府
県
の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て

情
報
の
共
有
化
を
図
り
︑
飲
酒
運

転
根
絶
に
向
け
た
効
果
的
な
取
り

組
み
を
積
極
的
に
展
開
す
る
︒

・ 

交
通
対
策
委
員
会
の
決
議
を
踏
ま

え
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
等
を
対
象
と
し

た
飲
酒
運
転
し
な
い
こ
と
の
宣
言

書
署
名
な
ど
︑
会
員
事
業
者
等

と
連
携
し
た
取
り
組
み
強
化
を
図

る
︒

③ 

安
全
対
策
機
器
等
の
普
及
促
進

・ 

先
進
安
全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
の

普
及
拡
大
を
図
り
︑
車
両
周
辺
の

安
全
確
認
支
援
装
置
︑
ア
ル
コ
ー

ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
装
置
な
ど
安

全
対
策
機
器
の
導
入
促
進
を
図

る
︒
ま
た
︑
使
用
過
程
車
に
後
付

可
能
な
Ａ
Ｉ
機
能
を
備
え
た
安
全

装
置
の
市
場
開
発
状
況
等
に
つ
い

て
情
報
収
集
に
努
め
︑
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
特
有
の
交
差
点
で
の
事
故

実
態
に
即
し
た
安
全
装
置
の
普
及

を
図
る
︒

④ 

運
行
管
理
の
高
度
化
へ
の
対
応

・ 

運
行
管
理
に
活
用
可
能
な
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
進
展
に

合
わ
せ
︑
運
行
管
理
に
お
け
る
安

全
性
の
向
上
︑労
働
環
境
の
改
善
︑

人
手
不
足
の
解
消
等
に
資
す
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進
す
る
︒

・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
点
呼
︑

自
動
点
呼
の
普
及
促
進
に
よ
り
︑

運
行
管
理
の
高
度
化
・
効
率
化
に

取
り
組
む
︒

⑤ 

「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
普

及
拡
大

・ 

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
︑
一
層
の
定
着
と
取
組
み
の
深

度
化
︑
高
度
化
を
図
る
た
め
︑
官

民
一
体
で
取
り
組
む
普
及
・
啓
発

活
動
を
推
進
す
る
︒

⑥ 

駐
車
問
題
見
直
し
へ
の
対
応

・ 

貨
物
集
配
中
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

に
係
る
駐
車
規
制
の
見
直
し
が
継

続
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
︑
引
き
続
き
︑
諸

課
題
に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努
め
︑

必
要
に
応
じ
︑
改
善
に
向
け
た
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
︒

⑦ 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
の
実
施

・ 

安
全
意
識
な
ら
び
に
運
転
技
能
の

向
上
を
図
る
た
め
﹁
全
国
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

を
実
施
す
る
︒

・ ﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
の
競
技
の
ポ
イ
ン
ト

解
説
動
画
等
に
よ
り
︑
中
小
の
事

業
者
な
ど
に
所
属
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
参
加
意
欲
向
上
を
図
る
︒

⑧ 

過
労
死
等
防
止
対
策
の
推
進

・ ﹁
過
労
死
等
防
止
計
画
﹂
の
具
体

的
な
行
動
計
画
に
基
づ
き
︑
引
き

続
き
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
過

労
死
等
防
止
対
策
を
推
進
す
る
︒

・ 

セ
ミ
ナ
ー
や
︑
啓
発
資
料
等
を
通

じ
︑
過
労
死
等
防
止
に
向
け
た
意

識
の
高
揚
を
図
り
︑
過
労
死
等
防

止
対
策
を
普
及
促
進
す
る
︒

⑨ 

健
康
状
態
に
起
因
す
る
事
故
及
び

健
康
増
進
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
推
進

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
に
対
す
る
助
成
を
行
い
︑

セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ

対
策
の
普
及
・
強
化
に
努
め
る
︒

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の

健
康
起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

等
を
活
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
︑
血

圧
計
の
普
及
等
ド
ラ
イ
バ
ー
の
生

活
習
慣
病
対
策
を
通
じ
て
︑
健
康

起
因
事
故
防
止
対
策
を
推
進
す

る
︒

・ 

セ
ミ
ナ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の

啓
発
資
料
を
活
用
し
︑
食
生
活
︑

運
動
︑
飲
酒
︑
喫
煙
等
の
対
策
を

通
じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
増
進

に
向
け
て
の
取
組
を
推
進
す
る
︒

・ 

精
神
疾
患
に
よ
る
過
労
死
事
案
の

分
析
を
行
い
︑
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
対
応
策
を
検
討
す
る
︒

・ 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た

め
の
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
（
運
輸

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
）
に
つ

い
て
︑導
入
・
活
用
を
推
進
す
る
︒

⑩ 

労
働
災
害
防
止
、
荷
主
対
策
の
推

進
・ 

荷
主
先
を
含
め
た
労
働
災
害
の
発

生
状
況
等
の
実
態
を
調
査
分
析
・

把
握
す
る
た
め
︑
陸
上
貨
物
運
送

事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
等
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
︑

第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画
（
２

０
２
３
~
２
０
２
７
）
を
踏
ま
え

た
労
働
災
害
防
止
に
取
り
組
む
︒

・ 

安
全
衛
生
管
理
の
徹
底
と
︑﹁
陸

上
貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
荷
役

作
業
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
の
周
知
・
徹
底
を
図
る
︒

⑷ 

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
と
Ｇ
メ
ン

調
査
員
の
連
携
に
よ
る
荷
主
対
策

の
深
度
化
の
推
進

① 

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
と
Ｇ
メ

ン
調
査
員
の
連
携
に
よ
る
荷
主
対

策
の
深
度
化
の
推
進

・ 

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
を
は
じ

め
関
係
省
庁
と
連
携
し
︑
事
業
者

の
違
反
原
因
行
為
に
関
す
る
荷
主

情
報
の
収
集
を
図
り
︑
会
員
事
業

者
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
対
し
︑
国

土
交
通
省
の
意
見
投
稿
サ
イ
ト
の

積
極
的
な
周
知
を
行
い
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
条
件
の
改
善
や
取
引

適
正
化
の
加
速
化
を
図
る
︒

・ 

Ｇ
メ
ン
調
査
員
に
よ
る
︑
事
業
者

の
法
令
遵
守
を
妨
げ
る
違
反
原
因

行
為
に
関
す
る
荷
主
情
報
の
収
集

及
び
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
へ

の
報
告
に
よ
り
︑法
に
基
づ
く
﹁
働

き
か
け
﹂﹁
要
請
﹂﹁
勧
告
・
公
表
﹂

な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
︑
連

携
強
化
を
図
る
︒

⑸ 

燃
料
高
騰
対
策
等
の
推
進

① 

燃
料
高
騰
対
策
の
推
進

・ 

政
府
与
党
等
及
び
行
政
機
関
等

に
対
し
︑
燃
料
高
騰
に
対
す
る
支

援
策
の
継
続
を
強
力
に
要
請
す
る
︒

② 

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
促
進

・ 

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
つ
い
て
︑

事
業
者
が
収
受
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
収
受
に
向
け
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
荷
主

へ
の
浸
透
を
図
る
た
め
の
施
策
を

展
開
す
る
︒

③ 

自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支

援
助
成
事
業
及
び
燃
料
費
対
策

特
別
融
資
等
の
実
施

・ 
自
家
用
燃
料
供
給
施
設
へ
の
助
成

を
実
施
し
︑
大
災
害
等
緊
急
輸

送
時
に
お
け
る
燃
料
供
給
体
制
を

整
備
す
る
︒
ま
た
︑
最
新
の
排
出

ガ
ス
規
制
適
合
車
の
導
入
及
び
物

流
施
設
等
の
整
備
の
た
め
の
近
代

化
基
金
融
資
を
推
進
し
︑
当
該

利
子
補
給
を
行
う
︒

・ 

各
都
道
府
県
信
用
保
証
協
会
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
を
受
け
る

際
に
支
払
う
保
証
料
の
助
成
事
業

を
行
う
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
補
助
を
行
う
︒

④ 

石
油
製
品
価
格
動
向
調
査
の
実

施　
・  

石
油
製
品
価
格
の
動
向
を
調
査

し
︑
需
給
動
向
や
価
格
の
変
動
要

因
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
︑
対
応

策
を
検
討
す
る
︒

⑹ 

多
様
な
施
策
に
よ
る
良
質
な
ド
ラ

イ
バ
ー
の
人
材
確
保
及
び
マ
ナ
ー
教

育
の
推
進

① 

若
年
層
、
女
性
及
び
高
齢
者
の
採

用
等
を
含
め
た
労
働
力
確
保
及
び

育
成
教
育
・
定
着
対
策
の
推
進

・ 

19
歳
で
大
型
免
許
取
得
可
能
と
な

る
﹁
特
例
教
習
制
度
﹂
の
受
講
︑

準
中
型
免
許
取
得
及
び
５
ト
ン
限

定
準
中
型
免
許
限
定
解
除
に
係
る

費
用
に
対
す
る
支
援
を
行
い
︑
若

年
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
を
図
る
︒

・ 

人
材
確
保
に
向
け
た
職
場
環
境
改

善
を
促
進
す
る
た
め
︑﹁
運
転
者

職
場
環
境
良
好
度
認
証
（
働
き

や
す
い
職
場
認
証
）﹂
取
得
の
支

援
及
び
会
員
事
業
者
の
採
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
対
す
る
支
援
を

行
う
︒

・ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
登
録
サ
イ
ト

の
充
実
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

施
事
業
者
へ
の
支
援
を
図
る
と
と

も
に
︑
高
等
学
校
等
へ
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
活
用
の
周
知
を
行
い
︑

高
校
生
等
に
対
す
る
業
界
へ
の
採

用
促
進
を
図
る
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
労
働
力
を
確
保

し
︑
定
着
を
図
る
た
め
に
︑
若
年

者
︑
女
性
及
び
高
齢
者
を
含
め
た

採
用
活
動
及
び
採
用
後
の
労
務
管

理
・
育
成
教
育
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
︑
人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー
を

通
じ
事
業
者
へ
の
支
援
を
図
る
︒

加
え
て
︑
労
働
力
確
保
に
係
る
対

外
的
な
広
報
活
動
並
び
に
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
方
策
を
展
開
す
る
︒

・ 

走
行
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
や
あ

お
り
運
転
等
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
︑
啓
発
に
努

め
る
︒

② 

特
定
技
能
制
度
に
よ
る
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
の
円
滑
な
受
入
れ
に
向

け
た
対
応

・ 

特
定
技
能
制
度
に
よ
る
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
の
円
滑
な
受
入
れ
が
行

わ
れ
る
よ
う
︑
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
対
応
す
る
と
と
も

に
︑
技
能
試
験
へ
の
対
応
や
就
労

後
に
交
通
法
規
な
ど
が
学
習
で
き

る
外
国
人
向
け
の
テ
キ
ス
ト
作
成

を
す
る
︒

・ 

外
国
人
が
母
国
で
取
得
し
た
運
転

免
許
を
特
定
活
動
期
間
中
に
円
滑

に
切
り
替
え
で
き
る
よ
う
︑
指
定

自
動
車
教
習
所
等
が
実
施
す
る

講
習
の
受
講
に
対
す
る
費
用
助
成

を
行
う
︒

・ 

事
業
者
が
採
用
し
た
外
国
人
を
長

期
雇
用
で
き
る
よ
う
︑
特
定
技
能

２
号
へ
の
移
行
に
向
け
た
検
討
を

進
め
る
︒

・ 

倉
庫
等
の
業
務
に
従
事
す
る
作
業

員
に
つ
い
て
︑
今
後
更
な
る
人
材

不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
︑

特
定
技
能
制
度
の
対
象
と
な
る
よ

う
関
係
機
関
と
調
整
し
対
応
を
進

め
る
︒

③ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向

上
に
向
け
た
対
応

・ 

荷
主
や
一
般
消
費
者
か
ら
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
す
る
暴
言
や
︑
契
約

に
な
い
過
剰
な
要
求
を
行
っ
た
り
︑

業
務
に
対
し
て
不
当
な
言
い
が
か

り
や
悪
質
な
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た

り
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
対
し
て
︑
カ
ス
ハ
ラ
被
害
防

止
の
た
め
の
業
界
独
自
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
︒

・ 

一
般
消
費
者
や
荷
主
に
対
し
て
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向

上
に
向
け
た
必
要
な
情
報
発
信
を

行
い
︑カ
ス
ハ
ラ
の
撲
滅
を
図
る
︒

④ 

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
根
絶

・ 

い
わ
ゆ
る
黄
金
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
問
題
に
つ
い

て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
の
教

育
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
︑
啓
発

ツ
ー
ル
等
の
配
布
に
よ
り
︑
そ
の

根
絶
を
図
る
︒

⑤ 

事
業
後
継
者
等
の
育
成

・ 

将
来
の
ト
ラ
ッ
ク
業
界
を
担
う
優

秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
︑
物

流
経
営
士
の
認
定
︑
研
修
及
び

中
小
企
業
大
学
校
講
座
受
講
を

促
進
す
る
︒

・
青
年
部
会
に
お
い
て
︑
社
会
貢
献

活
動
や
他
業
種
青
年
組
織
と
の
交

流
を
通
じ
て
︑
事
業
後
継
者
並
び

に
青
年
経
営
者
の
育
成
を
図
る
︒

ま
た
青
年
経
営
者
等
の
先
進
的
な

事
業
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を

行
う
︒

・
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

を
推
進
す
る
た
め
︑
女
性
部
会
に

お
い
て
︑
実
務
に
即
し
た
研
修
事

業
及
び
社
会
貢
献
活
動
等
を
実

施
し
︑
女
性
の
採
用
・
育
成
・
定

着
に
有
効
な
施
策
の
検
討
を
行
う
︒

・
事
業
承
継
の
方
法
や
好
事
例
を
ま

と
め
た
冊
子
を
活
用
し
︑
事
業
後

継
者
の
確
保
・
育
成
に
悩
む
中
小

事
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
︒

⑺ 

高
速
道
路
料
金
の
割
引
の
拡
充
及

び
重
要
物
流
道
路
等
広
域
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
使
い
や
す

い
道
路
の
実
現

① 

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
実
質
50
％

の
割
引
へ
の
拡
充
・
恒
久
化

・ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
と
っ
て
︑
高
速

道
路
の
利
用
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

拘
束
時
間
短
縮
等
働
き
方
改
革
の

実
現
︑
輸
送
時
間
の
短
縮
及
び
定

時
制
の
確
保
等
生
産
性
の
向
上
の

実
現
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
︒

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
国
民
生
活
と
経

済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
機

能
を
果
た
す
た
め
︑
大
口
・
多
頻

度
割
引
の
実
質
50
％
割
引
へ
の
拡

充
・
恒
久
化
に
つ
い
て
︑
政
府
・

与
党
等
に
対
し
要
望
活
動
を
行
う
︒

・ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
が
管
理
す
る
一
般
有

料
道
路
は
︑
一
部
を
除
き
大
口
・

多
頻
度
割
引
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
︑
全
て
の
一
般
有
料
道

路
を
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
対
象

に
含
め
る
よ
う
︑
政
府
・
与
党
等

に
対
し
要
望
活
動
を
行
う
︒

② 

高
速
道
路
料
金
の
更
な
る
割
引
等

の
拡
充

　

輸
送
効
率
の
改
善
や
一
般
道
の
交

通
安
全
・
環
境
面
の
維
持
を
図
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
の
高
速
道
路
利
用
を
促
進

す
る
た
め
︑
更
な
る
高
速
道
路
料
金

の
割
引
に
つ
い
て
︑
政
府
・
与
党
等

に
対
し
︑
以
下
の
通
り
要
望
活
動
を

行
う
︒

・ 

道
路
整
備
特
別
措
置
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
料
金
徴

収
期
限
が
最
長
で
令
和
97
年
９
月

末
ま
で
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
と
も
に
︑
土
地
に
関
す
る
債

務
を
償
還
対
象
か
ら
除
く
こ
と
に

よ
り
︑
一
層
の
利
用
者
重
視
の
観

点
か
ら
︑
料
金
水
準
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て
要
望
を
行
う
︒

・ 

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
及
び

首
都
高
速
道
路
︑
阪
神
高
速
道

路
に
つ
い
て
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

と
同
一
の
一
貫
し
た
割
引
制
度
と

な
る
よ
う
要
望
を
行
う
︒

・ 

令
和
７
年
７
月
か
ら
実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
る
︑
見
直
し
後
の
深
夜

割
引
制
度
に
つ
い
て
︑
そ
の
影
響

調
査
を
行
い
︑
必
要
に
応
じ
要
望

を
行
う
︒

・ 
車
種
区
分
の
見
直
し
に
つ
い
て
︑

国
土
幹
線
道
路
部
会
の
議
論
を
注

視
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
十
分
配

慮
し
た
見
直
し
と
な
る
よ
う
要
望

を
行
う
︒

③ 

渋
滞
対
策
等
に
資
す
る
料
金
・
割

引
制
度
の
実
現

・ 

山
陽
自
動
車
道
か
ら
中
国
自
動

車
道
へ
の
利
用
転
換
な
ど
︑
混
雑

す
る
一
般
道
路
や
高
速
道
路
か
ら

通
行
量
の
少
な
い
高
速
道
路
へ
の

利
用
転
換
を
促
進
す
る
た
め
︑
渋

滞
等
緩
和
に
資
す
る
料
金
・
割
引

制
度
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
要
望
活

動
を
行
う
︒

④ 

「
重
要
物
流
道
路
」
の
追
加
指
定

や
機
能
強
化
の
推
進

・ 

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
ス
ム
ー
ズ
に
走

〔
全
ト
協
〕

事
業
計
画
と
予
算

事
業
計
画
と
予
算
令和７年
３月６日
第209回

理事会承認

令
和
７
年
度

事　

業　

計　

画

最
重
点
施
策

最
重
点
施
策

【
重
点
施
策
】

⑴ 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽
減
の
実
現

⑵ 

環
境
・
Ｇ
Ｘ
対
策
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
対
策
の
推
進

⑶ 

広
報
媒
体
を
活
用
し
た
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
対
策
の
積
極
的
な
推
進

⑷ 

大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
体
制
の
確
立

【
最
重
点
施
策
】

⑴ 

事
業
許
可
の
更
新
制
等
の
導
入
及
び
物
流
革
新
に
向
け
た
物
流
改
正

法
等
へ
の
対
応

⑵ 

改
正
﹁
標
準
的
運
賃
・
標
準
運
送
約
款
﹂
の
活
用
等
に
よ
る
適
正
な

コ
ス
ト
収
受
等
転
嫁
対
策
の
推
進

⑶ 

交
通
事
故
防
止
、
飲
酒
運
転
根
絶
及
び
労
災
事
故
防
止
の
推
進

⑷ 

ト
ラ
ッ
ク 

・
物
流
Ｇ
メ
ン
と
Ｇ
メ
ン
調
査
員
の
連
携
に
よ
る
荷
主
対
策

の
深
度
化
の
推
進

⑸ 

燃
料
高
騰
対
策
等
の
推
進

⑹ 

多
様
な
施
策
に
よ
る
良
質
な
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
確
保
及
び
マ
ナ
ー
教

育
の
推
進

⑺ 

高
速
道
路
料
金
の
割
引
の
拡
充
及
び
重
要
物
流
道
路
等
広
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
使
い
や
す
い
道
路
の
実
現

⑻ 

適
正
化
事
業
の
推
進 

（
Ｄ
・
Ｅ
事
業
所
の
重
点
化
）
に
よ
る
法
令
遵

守
の
徹
底

⑼ 

新
技
術
を
活
用
し
た
物
流
Ｄ
Ｘ
及
び
効
率
化
の
推
進

※傍線＝令和７年度新規及び改正事項等
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行
で
き
る
環
境
の
実
現
に
向
け

て
︑
重
要
物
流
道
路
の
追
加
指
定

及
び
指
定
さ
れ
た
区
間
の
道
路
整

備
が
早
期
完
成
・
供
用
さ
れ
る
よ

う
︑
国
土
交
通
省
等
に
対
し
要
望

活
動
を
行
う
︒

⑤ 

高
速
道
路
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
積

極
的
な
整
備
推
進
及
び
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
の
解
消

・ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
︑
平
常
時
・
災
害
時
を
問
わ
な

い
安
定
的
な
輸
送
を
確
保
す
る
と

と
も
に
︑﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）の
達
成
﹂
や
﹁
グ

リ
ー
ン
社
会
の
実
現
﹂
を
図
る
た

め
︑
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消

や
迂
回
可
能
な
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
等
︑
高
速
道
路
及
び

一
般
道
路
が
連
携
し
た
全
国
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
積
極
的
な
整
備

推
進
に
つ
い
て
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
や
地
元
自
治
体
等
と
連

携
し
︑
国
土
交
通
省
等
に
対
し
要

望
活
動
を
行
う
︒

⑥ 

高
速
道
路
に
お
け
る
暫
定
２
車
線

の
４
車
線
化
な
ど
安
全
対
策
及
び

渋
滞
対
策
の
推
進

・ 

よ
り
安
全
に
高
速
道
路
を
利
用

し
︑
輸
送
時
間
の
短
縮
等
高
速
道

路
の
持
つ
効
果
が
最
大
限
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
︑
暫
定
２
車
線
の
４

車
線
化
な
ど
の
安
全
対
策
及
び
渋

滞
対
策
の
推
進
に
向
け
て
︑
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
地
元
自
治

体
等
と
連
携
を
図
り
︑
国
土
交
通

省
等
に
対
し
要
望
活
動
を
行
う
︒

⑦ 

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
、
道
の
駅
に
お
け
る

駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
休
憩
・
休
息
施

設
の
整
備
・
拡
充
及
び
ト
ラ
ッ
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
管
理
運
営
・

充
実

・ 

労
働
関
係
法
令
の
遵
守
及
び
労
働

環
境
改
善
の
た
め
に
必
要
な
施
設

と
し
て
︑
立
体
構
造
化
な
ど
に
よ

り
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
︑
道
の
駅
に
お
け

る
大
型
車
及
び
特
大
車
用
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
や
駐
車
マ
ス
の
幅
の
拡

大
︑
休
憩
・
休
息
施
設
と
な
る
建

屋
内
設
備
の
整
備
・
拡
充
︑
特
に

シ
ャ
ワ
ー
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

施
設
の
設
置
箇
所
拡
大
に
つ
い
て
︑

国
土
交
通
省
等
に
対
し
要
望
活
動

を
行
う
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
を

図
る
た
め
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
や
道
の

駅
等
に
お
い
て
︑
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
等

に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
施
設
の
充
実

に
対
応
し
て
い
く
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り

魅
力
的
な
休
憩
施
設
と
な
る
よ

う
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
基

づ
い
た
施
設
の
見
直
し
や
利
用
の

促
進
に
資
す
る
施
策
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
︑
利
用
実
態
を
踏

ま
え
た
運
営
方
法
の
見
直
し
や
閉

鎖
・
売
却
を
行
う
な
ど
運
営
の
効

率
化
を
図
る
と
と
も
に
︑
経
年
劣

化
に
応
じ
た
大
・
中
規
模
の
修
繕

を
行
い
︑
計
画
的
な
保
全
及
び
運

営
に
努
め
る
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
や
ご
み

の
不
法
投
棄
禁
止
の
徹
底
を
図
る

な
ど
環
境
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
︒

⑧ 

中
継
物
流
拠
点
の
整
備
・
拡
充
等

に
よ
る
中
継
輸
送
の
推
進

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
抑

制
等
働
き
方
改
革
の
推
進
の
た

め
︑
中
継
物
流
拠
点
（
コ
ネ
ク
ト

エ
リ
ア
）
の
設
置
箇
所
を
拡
大
す

る
よ
う
︑
国
土
交
通
省
等
に
対
し

要
望
活
動
を
行
う
︒

⑨ 

道
路
通
行
及
び
車
両
に
関
す
る
制

度
の
簡
素
化
及
び
規
制
緩
和
要
望

の
推
進

・ 

特
殊
車
両
通
行
許
可
に
付
さ
れ
る

通
行
時
間
帯
条
件
の
緩
和
な
ど
車

両
制
限
令
や
道
路
運
送
車
両
の
保

安
基
準
︑
道
路
交
通
法
施
行
令
に

つ
い
て
︑
各
種
規
制
の
緩
和
︑
手

続
き
の
簡
素
化
・
迅
速
化
等
に
つ

い
て
改
善
方
策
の
検
討
を
進
め
︑

国
土
交
通
省
や
警
察
庁
に
対
し
要

望
活
動
を
行
う
︒

・ 

軸
重
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
︑

関
係
機
関
と
連
携
し
て
適
正
な
改

善
を
図
る
︒

・ 

特
殊
車
両
通
行
確
認
制
度
に
お
け

る
︑
道
路
関
連
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
促
進
や
利
用
し
や
す
い
手

数
料
水
準
の
実
現
等
に
つ
い
て
︑

国
土
交
通
省
に
対
し
要
望
活
動
を

行
う
︒

⑻ 

適
正
化
事
業
の
推
進
（
Ｄ
・
Ｅ
事

業
所
の
重
点
化
）
に
よ
る
法
令
遵

守
の
徹
底

① 

Ｄ
・
Ｅ
事
業
所
の
重
点
化
等
巡

回
指
導
に
よ
る
法
令
遵
守
の
徹
底

・ 

総
合
評
価
が
Ｄ
・
Ｅ
の
事
業
所
に

重
点
化
し
て
巡
回
指
導
を
実
施

し
︑
法
令
遵
守
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
︑
法
令
を
遵
守
し
な
い
悪

質
事
業
者
に
対
し
て
は
早
期
監

査
︑行
政
処
分
を
実
施
す
る
た
め
︑

地
方
運
輸
局
・
支
局
へ
の
迅
速
な

情
報
提
供
を
行
う
︒

・ 

運
輸
支
局
等
の
早
期
監
査
を
支
援

す
る
た
め
︑
巡
回
指
導
結
果
に
つ

い
て
︑
適
正
化
情
報
処
理
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
た
迅
速
な
情
報
提
供
を

行
う
︒

・ 

関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
︑
速

報
制
度
並
び
に
新
規
参
入
事
業
者

に
対
す
る
新
規
巡
回
指
導
及
び
労

基
特
別
巡
回
指
導
等
へ
の
的
確
な

対
応
を
図
る
︒

・ 

巡
回
指
導
を
通
じ
て
︑
社
会
保
険

等
の
未
加
入
・
未
納
事
業
者
に
対

し
︑
社
会
保
険
等
の
加
入
及
び
保

険
料
の
納
付
の
徹
底
を
的
確
に
指

導
す
る
︒

・ 

適
正
化
事
業
指
導
員
の
専
任
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
︑
地
方
実
施

機
関
の
指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
︒

② 
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）
の
積
極
的
な
推
進
及
び
普
及

促
進
策
の
実
施

・ ﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）﹂

に
つ
い
て
︑
引
き
続
き
関
係
行
政

機
関
や
地
方
実
施
機
関
と
連
携

し
︑
円
滑
な
推
進
を
図
る
︒

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
普
及
促
進
の
た

め
︑
巡
回
指
導
を
通
じ
て
普
及
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
︑
Ｇ
マ
ー
ク

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
等
に
よ
る

広
報
啓
発
活
動
の
展
開
︑
荷
主
等

に
対
す
る
Ｇ
マ
ー
ク
の
安
全
優
位

性
に
つ
い
て
の
周
知
及
び
Ｇ
マ
ー

ク
取
得
事
業
所
に
対
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
拡
充
に
努
め
る
︒

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
の
﹁
有
効

期
限
切
れ
﹂
や
﹁
廃
車
時
﹂
の
剥

離
の
徹
底
等
︑
ス
テ
ッ
カ
ー
の
適

正
な
管
理
を
推
進
す
る
︒

③ 

適
正
化
事
業
指
導
員
に
係
る
研
修

事
業
の
充
実
及
び
更
な
る
資
質
の

向
上

・ 

全
国
研
修
で
は
︑
実
践
的
な
調
査

技
術
や
専
門
的
知
識
の
修
得
等
︑

指
導
実
務
に
即
し
た
研
修
を
開
催

す
る
︒
特
に
︑
特
別
研
修
及
び
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
は
︑
時
宜
を
得

た
テ
ー
マ
を
設
定
し
研
修
の
高
度

化
を
図
る
︒

・ 

運
輸
局
︑
運
輸
支
局
と
の
官
民
合

同
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
を
実
施

し
情
報
の
共
有
を
図
る
と
と
も

に
︑
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て
討

議
を
行
う
︒

・ 

全
国
研
修
を
補
完
す
る
小
規
模
グ

ル
ー
プ
研
修
や
巡
回
指
導
の
実
態

調
査
等
に
よ
り
︑
巡
回
指
導
の
指

針
︑
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
を
図
り
︑

評
価
手
法
の
全
国
均
一
化
を
推
進

す
る
︒

・ 

適
正
化
事
業
指
導
員
の
更
な
る
資

質
の
向
上
を
図
る
た
め
︑
運
行
管

理
者
資
格
の
取
得
を
積
極
的
に
推

進
す
る
︒

④ 

Ｇ
メ
ン
調
査
員
に
係
る
研
修
事
業

の
充
実
及
び
Ｇ
メ
ン
調
査
業
務
の

積
極
的
な
推
進

・ 

Ｇ
メ
ン
調
査
員
の
調
査
手
法
︑
業

務
の
進
め
方
︑
留
意
事
項
等
調
査

実
務
に
即
し
た
全
国
研
修
を
開
催

し
︑
Ｇ
メ
ン
調
査
員
の
資
質
の
向

上
を
図
る
︒

・ 

巡
回
指
導
︑
電
話
・
訪
問
調
査

等
に
よ
り
︑
事
業
者
の
法
令
順
守

を
妨
げ
る
違
反
原
因
行
為
に
関
す

る
荷
主
等
の
情
報
を
積
極
的
に
収

集
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン

に
迅
速
に
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
︑
荷
主
等
へ
の
是
正
指
導
に
繋

げ
る
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
と
連
携

し
︑
荷
主
等
に
対
し
て
違
反
原
因

行
為
の
防
止
・
改
善
に
つ
い
て
協

力
を
要
請
す
る
︒

⑼ 
新
技
術
を
活
用
し
た
物
流
Ｄ
Ｘ
及

び
効
率
化
の
推
進

① 

自
動
運
転
及
び
環
境
対
応
車
等
の

次
世
代
新
技
術
へ
の
対
応

・ 

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
国
の
施
策
を
う
け

て
︑
電
気
ト
ラ
ッ
ク
︑
燃
料
電
池

（
水
素
）
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
・
普

及
に
向
け
た
課
題
等
の
整
理
を
行

い
︑
適
宜
︑
関
係
機
関
に
対
し
て

要
望
を
発
信
す
る
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
生
産
性
向
上

等
に
資
す
る
自
動
運
転
な
ど
次
世

代
新
技
術
を
活
用
し
た
物
流
の
効

率
化
等
の
推
進
に
つ
い
て
︑
実
用

化
に
向
け
た
課
題
等
の
整
理
を
行

い
︑
適
宜
︑
関
係
機
関
に
対
し
て

要
望
を
発
信
す
る
︒

② 

中
小
事
業
者
に
向
け
た
物
流
Ｄ
Ｘ

の
推
進 

・ 

令
和
７
年
４
月
か
ら
義
務
化
さ
れ

た
運
送
契
約
の
書
面
の
相
互
交
付

に
対
応
で
き
る
よ
う
︑
書
面
化
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
︑
デ

ジ
タ
ル
化
対
応
が
進
ん
で
い
な
い

中
小
事
業
者
に
無
償
で
提
供
す
る
︒

・ 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
お
け
る

業
務
効
率
化
・
生
産
性
向
上
の
た

め
の
物
流
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
を
促
進

す
る
た
め
︑
効
果
的
な
取
組
み
方

策
お
よ
び
成
功
事
例
の
周
知
︑
管

理
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
支
援
等
を

行
う
︒

・ 

輸
送
効
率
の
向
上
と
デ
ジ
タ
ル
化

を
促
進
す
る
た
め
︑
求
荷
求
車
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
支
援
す

る
︒

③ 

総
合
物
流
施
策
大
綱
に
基
づ
く
物

流
Ｄ
Ｘ
及
び
物
流
標
準
化
の
推
進

・ ﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
（
２
０
２

１
年
度
~
２
０
２
５
年
度
）﹂
の
柱

の
ひ
と
つ
で
あ
る
物
流
Ｄ
Ｘ
を
推

進
す
る
た
め
︑
国
土
交
通
省
が
設

置
し
た
官
民
物
流
標
準
化
懇
談

会
等
に
積
極
的
に
参
画
す
る
と
と

も
に
︑
関
係
行
政
機
関
や
関
係
団

体
等
と
連
携
を
図
り
︑
物
流
Ｄ
Ｘ

や
標
準
パ
レ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
に

よ
り
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
︒

組
合
の
自
家
用
ス
タ
ン
ド
を
活
用

し
た
緊
急
給
油
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
を
推
進
す
る
︒

・ 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
︑

豚
熱
等
の
発
症
が
確
認
さ
れ
た
地

域
に
お
い
て
︑
地
方
自
治
体
等
か

ら
の
防
疫
資
機
材
等
の
輸
送
依
頼

へ
の
適
切
な
対
応
が
行
え
る
よ
う
︑

関
係
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
情
報

共
有
を
適
宜
実
施
す
る
︒

② 

大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
に
備
え

た
災
害
物
流
専
門
家
の
育
成
な
ど

防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
拡
大

・ 

会
員
事
業
者
や
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
役
職
員
等
を
対
象
と
し
た

研
修
を
開
催
し
︑
災
害
物
流
専

門
家
の
育
成
に
努
め
る
︒

・ 

災
害
物
流
専
門
家
の
育
成
に
当
た

り
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
会
員
事
業
者
と
の
連
携
及
び
自

治
体
と
の
情
報
共
有
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
︒

・ 

自
然
災
害
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
︑

運
輸
事
業
者
が
参
考
と
す
べ
き
考

え
方
を
ま
と
め
た
﹁
運
輸
防
災
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
﹂
に
つ
い
て
︑

官
民
一
体
で
取
り
組
む
普
及
・
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
︒

⑸ 

そ
の
他

① 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
の

推
進
と
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
た
支
援

・ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
の

普
及
促
進
を
図
り
︑
一
般
消
費
者

の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

積
極
的
な
周
知
活
動
を
行
う
︒

・ 

一
般
消
費
者
か
ら
の
輸
送
相
談
に

対
し
︑
関
係
行
政
機
関
︑
法
律

専
門
家
等
と
の
連
携
に
よ
り
迅
速

・
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
︒

　

 

ま
た
︑
優
良
認
定
事
業
者
の
サ
ー

ビ
ス
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
︑

お
客
様
対
応
責
任
者
研
修
に
お
い

て
輸
送
相
談
内
容
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
︑
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

適
切
な
対
応
に
努
め
る
︒

・ 

引
越
講
習
（
引
越
基
本
講
習
︑

引
越
管
理
者
講
習
）
を
開
催
し
︑

標
準
引
越
運
送
約
款
や
関
係
法

令
等
︑
引
越
運
送
事
業
者
と
し
て

必
要
な
知
識
の
周
知
徹
底
を
図
る
︒

　

 

更
に
︑
引
越
講
習
認
定
講
師
の
確

保
・
育
成
に
取
り
組
む
︒

・ 

引
越
繁
忙
期
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
や
輸
送
品
質
を
保
持
す
る

た
め
︑
分
散
引
越
に
つ
い
て
一
般

消
費
者
や
企
業
・
国
等
に
対
し
幅

広
い
周
知
活
動
を
推
進
す
る
︒

② 

全
ト
協
・
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
会
員
及
び
役
職
員
等
に
対
す

る
研
修
の
充
実
及
び
能
力
の
開
発

・ 

新
規
に
採
用
さ
れ
た
若
手
職
員
等

に
対
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
基
本
的
な
知
識
の
習
得
や
現
場

研
修
を
通
じ
て
職
員
と
し
て
必
要

な
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
研

修
を
実
施
し
︑
能
力
の
向
上
を
図

る
︒

③ 

海
外
関
係
団
体
・
関
係
機
関
と
の

交
流
の
促
進

・ 

Ｉ
Ｒ
Ｕ
（
国
際
道
路
輸
送
連
盟
）

を
は
じ
め
と
し
た
海
外
の
行
政
機

関
及
び
関
係
団
体
等
と
の
交
流
を

促
進
す
る
︒

④ 
庶
務
関
係
事
項

・ 

表
彰
・
顕
章
等
に
つ
い
て
は
︑
①

優
秀
運
転
者
等
の
表
彰
︑
②
正
し

い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
に
よ

る
表
彰
︑
③
業
界
の
永
年
勤
続
功

労
者
に
対
す
る
感
謝
・
表
彰
︑
④

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
い
て
優
れ
た

業
績
に
対
す
る
鈴
木
賞
等
を
実
施

す
る
︒
開
催
す
る
会
議
は
︑
①
通

常
総
会
（
６
月
）︑
②
事
業
者
大

会
（
10
月
）︑③
理
事
会
（
６
月
︑

７
月
︑
12
月
︑
３
月
）︑
④
常
任

理
事
会
（
７
月
）︑
⑤
正
副
会
長

会
議
（
必
要
に
よ
り
随
時
）︑
⑥

各
委
員
会
（
必
要
に
よ
り
随
時
）

と
す
る
︒

⑴ 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽

減
の
実
現

① 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・

軽
減
の
実
現

・ 

自
動
車
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
︑
政
府
与
党
等
に
対
し
要
望
・

陳
情
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す

る
︒
ま
た
︑
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に

対
し
て
新
た
な
税
負
担
と
な
る
よ

う
な
議
論
が
生
じ
た
場
合
に
は
︑

こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の
要
望
・

陳
情
活
動
を
行
う
︒

・ 

特
に
︑
走
行
距
離
課
税
の
導
入
に

つ
い
て
は
反
対
の
立
場
に
立
ち
︑

自
動
車
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
活
動
を
行
う
︒

⑵ 

環
境
・
Ｇ
Ｘ
対
策
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
対

策
の
推
進

① 

「
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の
推

進
・ 

環
境
基
本
行
動
計
画
﹁
環
境
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
３
０
﹂
を
踏
ま
え
︑
次

世
代
自
動
車
の
導
入
支
援
︑
輸
送

の
効
率
化
の
推
進
︑
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
の
徹
底
等
脱
炭
素
化

に
向
け
た
環
境
啓
発
活
動
を
推
進

す
る
︒

・ ﹁
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹂
の
メ

イ
ン
目
標
達
成
に
向
け
︑
普
及
啓

発
の
推
進
︑
行
動
月
間
の
設
定
な

ど
に
よ
り
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
簡
易

算
定
ツ
ー
ル
の
活
用
促
進
を
図
る
︒

② 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
へ
の
対
応

・ ﹁
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹂
の
行

動
メ
ニ
ュ
ー
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
連

性
の
理
解
促
進
を
図
り
つ
つ
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
︒

③ 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
に
向
け
た

Ｅ
Ｍ
Ｓ
機
器
等
の
導
入
及
び
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
支
援
機
器
の

普
及
促
進

・ 

燃
料
消
費
量
の
削
減
効
果
が
高
い

デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
な
ど
Ｅ

Ｍ
Ｓ
機
器
等
の
導
入
の
た
め
の
補

助
事
業
を
促
進
す
る
︒

・ 

車
載
式
エ
ア
ヒ
ー
タ
︑
バ
ッ
テ
リ

ー
式
冷
房
装
置
等
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
支
援
機
器
導
入
の
た
め

の
事
業
を
実
施
す
る
︒

④ 

Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
た
環
境
対
応

車
の
普
及
促
進

・ 

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
見
据
え
た
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向

け
︑
環
境
対
応
車
で
あ
る
天
然
ガ

ス
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
︑
電
気
及
び

燃
料
電
池
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
を
促

進
す
る
事
業
を
実
施
す
る
︒

⑶ 

広
報
媒
体
を
活
用
し
た
対
外
的
な

Ｐ
Ｒ
対
策
の
積
極
的
な
推
進

① 

日
本
の
経
済
活
動
に
不
可
欠
な
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
果
た
す
役
割
と
重

要
性
の
理
解
促
進
、
並
び
に
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
る
た
め
、

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
、
全

国
共
通
の
ツ
ー
ル
を
使
う
な
ど
、

多
彩
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広

報
活
動
の
最
適
化
の
推
進

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
係
る
経
営

者
︑
管
理
者
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ほ

か
︑
荷
主
企
業
︑
国
民
一
般
︑
政

府
︑
行
政
機
関
な
ど
︑
そ
れ
ぞ
れ

に
対
し
︑
伝
達
す
べ
き
事
業
内
容

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
︑
各
種
広

報
媒
体
を
活
用
し
た
︑
き
め
細
や

か
な
広
報
活
動
を
展
開
す
る
︒

・ 

機
関
紙
﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
を
発

行
し
︑
紙
媒
体
の
ほ
か
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
電
子
版
を
掲
載
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
会
員
事
業
者
が
必
要

と
す
る
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提

供
す
る
と
と
も
に
︑
関
係
行
政
機

関
︑
荷
主
企
業
︑
一
般
に
も
広
く

業
界
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
︒

・ 

地
元
テ
レ
ビ
局
等
で
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
︑
労
働
力
確
保
お
よ
び
業
界
イ

メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
の
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
素
材
を
制
作
し
︑
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
等
に
配
布
す
る
︒

・ 

全
国
の
主
要
都
市
の
大
型
街
頭
ビ

ジ
ョ
ン
や
映
画
館
等
の
各
種
サ
イ

ネ
ー
ジ
媒
体
を
活
用
し
て
上
記
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
を
放
映
し
︑
若
年

労
働
力
確
保
の
た
め
の
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
を
行
う
︒

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
︑
Ｘ
︑
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
各
種

デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
積
極
的
に
活
用

し
︑
多
様
化
す
る
情
報
ニ
ー
ズ
に

幅
広
く
対
応
す
る
︒

・ 

10
月
９
日
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
を

中
心
に
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
し
て
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
重

要
性
を
広
く
一
般
社
会
に
周
知
す

る
広
報
活
動
を
展
開
す
る
︒

・ 

将
来
の
業
界
を
担
う
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
役
割
と
魅
力
を
発
信
す
べ

く
︑
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し

広
報
活
動
を
展
開
す
る
︒

⑷ 

大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け

る
緊
急
輸
送
体
制
の
確
立

① 

大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け

る
緊
急
物
資
輸
送
体
制
の
確
立

・ 

全
ト
協
﹁
防
災
業
務
計
画
﹂
に
基

づ
き
︑
必
要
な
体
制
整
備
を
推
進

す
る
︒
ま
た
︑
こ
れ
ま
で
の
大
規

模
自
然
災
害
対
応
等
を
踏
ま
え
つ

つ
緊
急
物
資
輸
送
体
制
の
確
立
を

図
り
︑
迅
速
な
対
応
に
向
け
て
︑

指
定
公
共
機
関
７
社
及
び
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
連
携
を

強
化
す
る
︒

・ 

指
定
公
共
機
関
と
連
携
し
︑
国
等

の
関
係
機
関
の
訓
練
に
積
極
的
に

対
応
す
る
︒
ま
た
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
間
の
緊
急
通
信
設
備
を
更

新
し
︑
体
制
強
化
を
図
る
と
と
も

に
︑
情
報
伝
達
の
訓
練
を
行
う
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
及
び
協
同

重
点
施
策

重
点
施
策

（単位：千円）

事業活動
収支の部

交
付
金
特
別
会
計

収入

支出

収支差額

収入

支出

収支差額

収入

支出

収支差額

投資活動
収支の部

財務活動
収支の部

予備費支出

当期収支差額

事業活動
収支の部

事業活動
収支の部

投資活動
収支の部

一
般
会
計

鈴
木
基
金
特
別
会
計

収入

支出

収支差額

収入

支出

収支差額

収入

支出

収支差額

収入

支出

収支差額

収入

支出

収支差額

投資活動
収支の部

財務活動
収支の部

予備費支出

当期収支差額

事業活動
収支の部

投資活動
収支の部

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
T
S
）管
理
運
営
特
別
会
計

収入

支出

収支差額

収入

支出

収支差額

予備費支出

当期収支差額

予備費支出

当期収支差額

交付金特別会計事業活動支出の内訳

（単位：千円）

注）▲はマイナス

注）TS管理運営特別会計への繰出金を除く

令和7年度収支予算（総括）

689,273

606,161

83,112

500

10,500

▲10,000

11,000

11,000

0

69,200

50,000

▲30,312

80,312

▲42,800

26,400

10,000

0

1,000

0

560,225

619,645

▲59,420

64,420

233,720

169,300

5,000

0

4,10９,905

5,694,988

▲1,585,083

591,200

▲492,600

98,600

1,330,312

1,300,000

30,312

150,000

▲2,197,371

事故防止対策推進事業費
835,729

安全性評価事業費
101,730

トラック運転者競技会事業費
36,337

中小企業経営改善
対策事業費
627,529

利用者対策事業費
64,069

環境・エネルギー対策推進事業費
268,681

適正化事業費
1,089,586

共同利用施設運営事業費
7,000

災害時運送体制整備事業費
77,729

近代化基金利子補給事業費
133,700

総合物流対策事業費
897,489

管理費等
478,345

広報事業費
473,762

労働対策事業費
212,959

道路対策事業費
36,022
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ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
い
う
事
業

者
が
多
い
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保

に
は
︑
労
働
時
間
短
縮
と
賃
金
ア

ッ
プ
が
必
要
条
件
だ
︒
そ
の
た
め

に
は
原
資
の
確
保
が
不
可
欠
だ
︒

４
月
か
ら
取
引
条
件
を
改
定
す
る

荷
主
企
業
が
多
い
が
︑﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂
を
乗
り
越
え
る
に
は
︑

﹁
今
や
通
年
交
渉
の
時
代
に
入
っ

て
き
た
﹂と
い
う
事
業
者
も
い
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
新
規
確
保
は
重

要
な
課
題
だ
が
︑
同
時
に
﹁
従
業

員
が
定
着
す
る
会
社
に
す
る
こ
と

も
重
要
﹂
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
に

は
時
短
や
賃
上
げ
の
努
力
は
当
然

だ
が
︑
最
近
は
﹁
健
康
経
営
優
良

法
人
認
定
﹂
や
﹁
働
き
や
す
い
職

場
認
証
﹂
な
ど
を
取
得
す
る
事
業

者
も
増
え
て
き
た
︒

　

４
㌧
車
と
２
㌧
車
を
合
わ
せ
て

30
台
保
有
す
る
あ
る
中
小
事
業
者

は
従
業
員
の
定
着
率
が
高
く
︑
ほ

と
ん
ど
辞
め
な
い
︒
従

業
員
は
39
人
︒
そ
の
う

ち
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
２

月
に
１
人
辞
め
た
の
で

現
在
31
人
で
あ
る
︒
こ

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
退
職

理
由
は
︑﹁
本
人
が
ど

う
し
て
も
大
型
車
に
乗

り
た
い
と
い
う
︒だ
が
︑

う
ち
に
は
大
型
車
が
な

い
の
で
や
む
を
得
な
い
︒
本
人

の
希
望
が
叶
う
よ
う
に
送
り
出

し
た
﹂
の
だ
と
い
う
︒
そ
の
前

に
退
職
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
３

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
︒
同
社

は
７
年
前
に
定
年
制
を
な
く
し

た
が
︑
こ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

﹁
75
歳
に
な
り

本
人
が
高
齢
と

い
う
理
由
で
退

職
を
希
望
し
た
﹂

の
で
あ
る
︒
ド
ラ

イ
バ
ー
が
30
数

人
規
模
の
事
業

者
と
し
て
は
退

職
者
が
少
な
い
︒

そ
の
理
由
は
ど

こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
︒

　

こ
の
事
業
者

は
今
年
が
設
立

35
年
目
で
あ
る
︒

設
立
当
初
か
ら

﹁
安
全
第
一
﹂

を
掲
げ
て
き
た
︒

そ
の
た
め
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

フ
な
ど
安
全
運
転
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
機
器
を
い
ち
早
く
導
入

し
︑
携
帯
電
話
も
全
ド
ラ
イ
バ

ー
に
貸
与
し
た
︒
現
在
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
だ
が
︑
高
齢
者
も

抵
抗
な
く
メ
ー
ル
で
業
務
上
の

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
（
緊
急

時
は
電
話
連
絡
も
あ
る
）︒

　

一
方
︑
健
康
管
理
な
ど
に
も
力

を
入
れ
て
き
た
︒
健
康
に
働
く
こ

と
が
﹁
安
全
第
一
﹂
の
前
提
だ
か

ら
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
健
康
診
断

車
も
独
自
で
依
頼
し
（
現
在
は
ト

ラ
ッ
ク
協
会
支
部
で
）︑
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
対
策
も
自
社

で
取
り
組
ん
で
き
た
︒
事
務
職
を

含
む
全
従
業
員
に
︑
各
種
感
染
予

防
の
注
意
点
な
ど
を
メ
ー
ル
配
信

し
て
い
る
︒
そ
の
よ
う
な
な
か
で

２
年
前
に
働
き
や
す
い
職
場
認
証

（
一
つ
星
）
も
取
得
し
︑
若
い
人

た
ち
を
増
や
し
て
い
く
方
針
だ
︒

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
﹁
環
境
﹂
は
運
送
事

業
者
と
し
て
当
然
の
目
標
だ
が
︑

﹁
人
権
・
労
働
﹂
を
重
視
し
た
経

営
を
心
が
け
て
い
る
︒
そ
れ
は
創

業
以
来
の
﹁
安
全
第
一
﹂
に
通
じ

る
か
ら
だ
︒
有
給
休
暇
取
得
で
時

短
も
推
進
し
て
き
た
︒

　

そ
し
て
原
資
の
確
保
で
あ
る
︒

同
社
は
︑
令
和
５
年
か
ら
﹁
標
準

的
運
賃
﹂
を
示
し
て
運
賃
交
渉
を

始
め
た
︒
待
機
料
は
30
分
単
位
︑

荷
役
料
も
荷
降
ろ
し
１
か
所
い
く

ら
︑
帰
荷
が
な
い
場
合
に
は
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
も
往
復
請
求
︑
そ

の
他
で
あ
る
︒

第
34９
回

健康で働きやすく辞めない職場づくり

　

今
回
の
改
正
は
︑
男
女
と

も
に
仕
事
と
育
児
・
介
護
を

両
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
行
わ
れ
ま
す
︒
改
正
の

　

図
で
は
︑
７
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
内
容
に
つ

休
暇
の
見
直
し
﹂︑﹁
所
定
外

労
働
の
制
限
（
残
業
免
除
）

の
対
象
拡
大
﹂︑﹁
育
児
休
業

取
得
状
況
の
公
表
義
務
適
用

拡
大
﹂︑﹁
介
護
離
職
防
止
の

た
め
の
雇
用
環
境
整
備
﹂︑

﹁
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の

主
な
内
容
は
︑
次
の
通
り
で

す
︒

① 

柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す

る
た
め
の
措
置
等
の
義
務

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
う
ち
︑﹁
子
の
看
護

個
別
の
周
知
・
意
向
確
認

等
﹂
は
今
回
の
改
正
で
新
た

に
義
務
化
さ
れ
ま
す
︒

　

制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
︑
就
業
規
則
等
の
見
直
し

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
︒
４
月
１
日
か
ら
の
施

付
け

② 

所
定
外
労
働
の
制
限
（
残

業
免
除
）
の
対
象
拡
大

③ 

育
児
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー

ク
等
の
導
入
の
努
力
義
務

化
④ 

子
の
看
護
休
暇
の
取
得
事

由
お
よ
び
対
象
と
な
る
子

の
範
囲
の
拡
大
等

⑤ 

仕
事
と
育
児
の
両
立
に
関

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
職
業

生
活
と
家
庭
生
活
が
両
立
で

き
る
﹁
職
場
環
境
づ
く
り
﹂

の
た
め
に
︑
仕
事
と
育
児
・

介
護
の
両
立
支
援
に
取
り
組

む
事
業
主
に
対
し
て
︑﹁
両

立
支
援
等
助
成
金
﹂（
二
次

元
コ
ー
ド
②
）
を
支
給
し
て

い
ま
す
︒
な
お
︑
令
和
７
年

度
は
改
正
育
児
・
介
護
休
業

法
に
あ
わ
せ
て
助
成
内
容
が

変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
︒

　

ま
た
︑
制
度
整
備
や
育
児

・
介
護
休
業
を
取
得
す
る
社

員
の
サ
ポ
ー
ト
︑
仕
事
と
育

児
・
介
護
の
両
立
を
実
現
す

る
体
制
づ
く
り
等
で
悩
ん
で

い
る
企
業
に
対
し
て
︑
社
会

保
険
労
務
士
等
の
専
門
家
が

無
料
で
ア
ド
バ
イ
ス
す
る﹁
中

小
企
業
育
児
・
介
護
休
業
等

推
進
支
援
事
業
（
い
く
ぷ
ら

︹
パ
ソ
ナ
︺）﹂（
二
次
元
コ
ー

ド
③
）
を
行
っ
て
い
ま
す
（
今

年
度
の
支
援
申
込
は
受
付
終

了
）︒

　

な
お
︑
育
児
・
介
護
休
業

法
の
改
正
に
関
す
る
詳
細
は
︑

厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
④
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
︒

す
る
個
別
の
意
向
聴
取
・

配
慮
の
義
務
付
け

⑥ 

育
児
休
業
取
得
状
況
の
公

表
義
務
を
３
０
０
人
超
の

企
業
に
拡
大

⑦ 

介
護
離
職
防
止
の
た
め
の

個
別
の
周
知
・
意
向
確

認
︑
雇
用
環
境
整
備
等
の

措
置
の
義
務
付
け

⑧ 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
の
有
効
期
限
の
延
長

⑨ 
育
児
休
業
取
得
等
に
関
す

る
状
況
把
握
・
数
値
目
標

設
定
の
義
務
付
け

　

な
お
︑
内
容
に
応
じ
て
３

段
階
で
施
行
さ
れ
ま
す
︒

・
⑧
は
６
年
５
月
31
日
~

・ 

②
③
④
⑥
⑦
⑨
は
７
年
４

月
１
日
~

・
①
⑤
は
７
年
10
月
１
日
~

行
に
向
け
て
︑
早
め
の
準
備

を
行
い
ま
し
ょ
う
︒

　
令
和
６
年
５
月
に
育
児
・
介
護
休
業
法

が
改
正
さ
れ
、
７
年
４
月
１
日
か
ら
段
階

的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
同
改
正
に
は
、
男

女
と
も
に
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
で

き
る
よ
う
に
、
育
児
期
の
柔
軟
な
働
き
方

を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充
や
介
護

離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
、
個

別
周
知
・
意
向
確
認
の
義
務
化
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
「
育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
ポ
イ
ン
ト

の
ご
案
内
」（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）
を
も
と

に
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
同
内
容
を
参
考

に
、
就
業
規
則
等
の

見
直
し
な
ど
施
行

に
向
け
た
準
備
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

就
業
規
則
等
の
見
直
し
な
ど
早
め
の
対
応
を
！

就
業
規
則
等
の
見
直
し
な
ど
早
め
の
対
応
を
！

厚
労
省

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
を
目
指
し
て

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
を
目
指
し
て

改
正
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
段
階
的
に
施
行

育
児
休
業
・
介
護
休
業
の
取
得
促
進
に
向
け
て

育
児
休
業
・
介
護
休
業
の
取
得
促
進
に
向
け
て

柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
措
置
を
拡
充

柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
措
置
を
拡
充

1 

改
正
の
主
な
内
容
と
施
行
日

介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
な
ど

介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
な
ど

多
く
の
内
容
が
義
務
化
さ
れ
る

多
く
の
内
容
が
義
務
化
さ
れ
る

2 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

「
両
立
支
援
等
助
成
金
」
な
ど

「
両
立
支
援
等
助
成
金
」
な
ど

支
援
策
を
活
用
し
て
働
き
や
す
い
職
場
へ

支
援
策
を
活
用
し
て
働
き
や
す
い
職
場
へ

3 

事
業
者
向
け
の
支
援
策

①「育児・介護休業法改正
ポイントのご案内」

②両立支援等助成金

③中小企業育児・介護休
業等推進支援事業
（今年度は終了）

④厚労省ホームページ

図　育児・介護休業法改正のポイント（１～４、６～９は全企業が対象）

＊上記のうち複数の措置を講じること
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危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①前車のブレーキランプが点灯したことから、前車の前方
で、歩行者が道路を横断してきたり、コンビニの駐車場
から車が出てきたりしたということが考えられます。「こ
の車に追従すればいいだろう」と、安易に考え追従して
いると、前車の急減速・急停止に対応できずに追突する
危険があります。トラックは見下ろすような視界になる
ため、前車との車間距離が長いように錯覚しがちになる
ことから、車間距離を詰めがちです。前車に追従する時
は、前車の急減速・急停止に対応できるよう、しっかり車
間距離を確保しましょう。

②対向車線が渋滞している時には、渋滞車列から道路を横
断してくる歩行者を予測しておくことが大切です。歩行
者は、「トラックは止まってくれるだろう」と安全確認をせ
ずに道路を横断してくることがあります。特に出勤時間
帯は、歩行者の行動も先急ぎになりがちです。対向車線
が渋滞している時は、その隙間からの歩行者の横断を
予測しながら慎重に走行しましょう。

③前方にはコンビニの駐車場があります。駐車場から道路
に出てくる車や歩行者等を予測しておきましょう。漫然と
運転していると、道路に出てくる車や歩行者を見落とし、
衝突する危険があります。駐車場に差しかかった際には、
道路に出てくる車や歩行者がいないか、しっかり確認し

①急減速・急停止した前車に追突する危険があり
ます（図１）。

②渋滞車列の間から出てきた歩行者と衝突する危
険があります（図2）。

③前方のコンビニエンスストアの駐車場から出て
きた車と衝突する危険があります（図3）。

　あなたは、出勤時間帯の片道1車線道
路を前車に追従しながら走行しています。
対向車線は渋滞しています。前車のブレ
ーキランプが点灯しました。この場面に
はどのような危険がありますか。また、危
険を避けるためにはどのような運転をす
ればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

ましょう。また、道路に出ようとしている車や歩行
者を確認した時は、一時停止して道を譲り、プロ
ドライバーとして、他車（者）に事故を起こさせな
い運転を実践してください。

コンビニ駐車場

コンビニ駐車場

コンビニ駐車場

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜ブレーキ編〜
 【解 答】3面に問題

❶ ○（法第71条第5号）車両等を
離れるときは、その原動機を止め、
完全にブレーキをかける等当該車
両等が停止の状態を保つため必
要な措置を講ずること。
❷ ×（教則第3章第1節 特定小型
原動機付自転車の正しい乗り方
4-4）停止するときは、安全を確か
めた後、早めに停止の合図を行い、
まず静かに後輪ブレーキを掛けて
十分速度を落としながら道路の左
端に沿って停止する。
❸ ×（教則第4章第5節 安全運転
に必要な知識など2-2）安全にカー
ブを回るためには、カーブに入る

前の直線部分で早めにブレーキを
掛け、十分速度を落としておく。
❹ ○（教則第5章第4節 安全な速
度と車間距離2-1）空走距離とは、
運転者が危険を感じてからブレー
キを踏み、ブレーキが実際に効き
始めるまでの間に車が走る距離を
いう。ブレーキが効き始めてから車
が停止するまでの距離は、制動距
離という。
❺ ○（教則第5章第4節 安全な速
度と車間距離3-2）ブレーキは数回
に分けて使う。この方法は、道路
が滑りやすい状態のときには、とり
わけ効果的である。

2025・3・10

▼
初
代
三
遊
亭
圓
朝
と
い
え
ば
︑
落

語
界
の
大
名
跡
で
あ
り
近
代
落
語
中

興
の
祖
と
し
て
有
名
で
す
︒
圓
朝
が

眠
る
菩
提
寺
は
︑
東
京
都
台
東
区
谷

中
に
あ
る
﹁
全
生
庵
﹂︒
通
称
﹁
谷
根

千
﹂
と
呼
ば
れ
る
谷
中
︑
根
津
︑
千

駄
木
に
は
︑
多
彩
な
分
野
の
偉
人
や

時
代
を
代
表
す
る
様
々
な
人
物
に
纏

わ
る
史
跡
が
随
所
に
あ
り
︑
週
末
な

ど
の
散
策
に
は
最
適
な
場
所
で
す
︒

▼
圓
朝
の
十
八
番
と
い
え
ば
人
情
噺

と
怪
談
噺
で
︑
そ
の
中
で
も
私
は
特

に
怪
談
噺
の
﹁
真
景
累
ヶ
淵
﹂
と
﹁
死

神
﹂
が
好
き
で
す
︒
死
神
は
こ
ん
な

話
で
す
︒
あ
る
男
が
僅
か
な
金
の
算

段
も
で
き
ず
女
房
か
ら
悪
口
雑
言
を

浴
び
せ
ら
れ
︑
長
屋
を
飛
び
出
し
︑

木
に
縄
を
吊
る
し
て
死
を
覚
悟
す
る

と
︑
自
分
は
死
神
だ
と
い
う
老
人
に

声
を
か
け
ら
れ
ま
す
︒﹁
お
前
は
ま
だ

寿
命
が
あ
る
︒
死
の
う
と
思
っ
て
も

死
ね
な
い
︒
金
の
儲
か
る
仕
事
を
教

え
て
や
る
︒
病
人
の
寝
て
い
る
部
屋

に
行
き
死
神
が
枕
元
に
座
っ
て
い
れ

ば
病
人
は
助
か
ら
な
い
︒
足
元
に
座

っ
て
い
れ
ば
病
人
は
私
の
い
う
呪
文

を
唱
え
れ
ば
助
か
る
︒
さ
す
れ
ば
お

前
は
名
医
に
な
り
富
を
得
ら
れ
る
﹂

と
︒
死
神
の
囁
き
に
の
っ
た
男
︒
蒲

鉾
板
に
医
者
の
看
板
を
掲
げ
た
と
こ

ろ
診
立
て
の
依
頼
が
舞
い
込
み
ま

す
︒
病
の
床
に
つ
く
大
店
の
主
人
の

部
屋
に
入
る
と
︑
足
元
に
死
神
が
座

っ
て
い
ま
す
︒
そ
こ
で
男
は
︑
死
神

か
ら
教
え
ら
れ
た
呪
文
を
唱
え
る

と
︑
す
っ
と
死
神
が
消
え
︑
大
店
の

主
人
は
病
の
床
か
ら
起
き
上
が
っ
て

元
気
を
と
り
戻
し
︑
男
は
俄
に
﹁
名

医
﹂
に
祭
り
上
げ
ら
れ
︙
︙
︒
登
場

人
物
た
ち
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
人
間
の
飽

く
無
き
欲
望
を
求
め
て
い
く
様
を
演

じ
切
る
大
看
板
が
観
客
を
魅
了
す
る

そ
の
場
に
︑
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

み
た
い
も
の
で
す
︒
▼
人
間
の
欲
求

と
い
え
ば
︑
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
５
段

階
説
が
有
名
で
す
︒﹁
生
理
的
欲
求
﹂︑

﹁
安
全
の
欲
求
﹂︑﹁
社
会
的
欲
求
﹂︑

﹁
承
認
欲
求
﹂︑﹁
自
己
実
現
欲
求
﹂

に
分
け
ら
れ
︑
ま
さ
に
欲
求
に
は
際

限
が
な
く
青
天
井
の
様
相
で
す
︒
幸

福
の
度
合
は
人
に
よ
り
差
異
が
あ
り

ま
す
が
︑
マ
ズ
ロ
ー
は
︑﹁
人
間
は
自

己
実
現
に
向
け
て
成
長
し
続
け
る
生

き
も
の
で
あ
る
﹂
と
仮
定
し
︑
そ
こ

ま
で
の
欲
求
と
動
機
を
こ
の
段
階
に

区
分
し
ま
し
た
︒
果
た
し
て
︑
あ
な

た
が
求
め
る
欲
求
は
ど
の
段
階
で
収

め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
︒

▼
﹁
死
神
﹂
の
噺
の
中
で
︑
男
が
死

神
を
追
い
払
う
た
め
に
唱
え
た
摩
訶

不
思
議
な
呪
文
﹁
ア
ジ
ャ
ラ
カ
モ
ク

レ
ン　

テ
ケ
レ
ッ
ツ
の
パ
ー
﹂︒
こ
れ

は
演
者
や
時
代
背
景
な
ど
に
よ
っ
て

変
え
ら
れ
た
そ
う
で
︑
現
代
で
も
意

外
と
使
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
先

達
の
洒
脱
な
言
葉
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

に
は
脱
帽
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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し
て
取
り
組
む
（
別
掲
）︒

　

な
お
︑
運
動
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
︑
依
然
と
し
て
後

を
絶
た
な
い
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
飲
酒
運
転
事
案

や
︑
事
故
の
約
半
数
を
追
突

事
故
が
占
め
︑
か
つ
︑
死
亡

・
重
傷
事
故
の
約
４
割
が
交

差
点
で
発
生
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
︑
最
重
点
推
進
項

目
と
し
て
﹁
飲
酒
運
転
の
根

絶
﹂︑﹁
追
突
事
故
及
び
交
差

点
に
お
け
る
事
故
の
防
止
﹂

の
２
点
を
最
重
点
推
進
項
目

と
し
て
徹
底
し
て
取
り
組

む
︒
詳
細
は
次
号
︒

４
月
10
日
と
９
月
30
日

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

全
ト
協
は
︑
令
和
７
年
度

か
ら
交
通
事
故
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
︑
４
月
10
日
と
９
月

30
日
を
﹁
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
﹂

と
し
て
制
定
す
る
︒
交
通
対

策
委
員
会
（
松
橋
謙
一
委
員

長
）
で
は
︑
重
大
事
故
お
よ

び
飲
酒
運
転
事
故
防
止
へ
の
対

応
策
を
検
討
す
る
た
め
令
和

６
年
６
月
に
交
通
対
策
小
委

員
会
（
森
本
勝
也
委
員
長
）

を
設
置
︑
検
討
を
重
ね
同
年

８
月
に
提
言
を
取
り
ま
と
め
︑

同
年
９
月
の
﹁
交
通
対
策
委

員
会
﹂
に
お
い
て
承
認
し
た
︒

そ
の
中
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
で
の
交
通
事
故
防
止
の
気
運

醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
強

化
策
と
し
て
﹁
全
国
統
一
日
の

制
定
﹂
が
提
言
さ
れ
て
い
た
︒

今
後
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
各
種
運
動
・
活
動
と
連

携
し
な
が
ら
全
国
的
に
取
り

組
み
の
強
化
を
図
る
（
今
号
に

刷
り
込
み
ポ
ス

タ
ー
）︒な
お
︑

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
中
央
交
通
安
全
対
策
会

議
交
通
対
策
本
部
決
定
の
令

和
７
年
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
推
進
要
綱
な
ら
び
に
国

土
交
通
省
策
定
の
同
実
施
計

画
に
基
づ
き
実
施
計
画
を
定

め
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
対
し
事
前
の
準
備
を

働
き
か
け
︑
４
月
６
日
㈰
か

ら
同
月
15
日
㈫
ま
で
の
期
間

中
同
運
動
を
効
果
的
に
実
施

す
る
︒

　

ま
た
︑
国
の
﹁
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
﹂
が
令

和
７
年
４
月
10
日
㈭
で
あ
る

こ
と
を
受
け
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
全
国
統
一
し
た
交

通
事
故
防
止
の
さ
ら
な
る
気

運
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
﹁
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
﹂
を
７
年
４
月
10
日
㈭
と

多
く
︑
次
い
で
60
歳
代
︑
40

歳
代
︑
30
歳
代
︑
20
歳
代
と

続
く
︒
ま
た
︑﹁
運
転
経
験

年
数
別
﹂で
は﹁
５
年
以
下
﹂

が
目
立
つ
も
の
の
︑
経
験
年

数
別
で
は
偏
り
が
な
か
っ
た

（
図
２
）︒

再
発
防
止
に
向
け
対
策
を
強
化

・
違
反
処
分
基
準
の
周
知

・
署
名
ひ
な
形
の
配
布
な
ど

　

飲
酒
事
案
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
指
導
監
督
体

制
の
不
適
切
さ
が
要
因
と
な

る
ほ
か
に
も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

個
人
の
属
人
的
問
題
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
︑
全
ト
協
で
は

飲
酒
運
転
防
止
対
策
と
し

て
︑
広
報
・
周
知
活
動
を
徹

底
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

特
に
︑
６
年
10
月
か
ら

国
土
交
通
省
が
飲
酒
運
転

に
関
す
る
行
政
処
分
基
準

を
強
化
し
た
こ
と
か
ら
︑

飲
酒
事
案
に
よ
る
行
政
処

分
は
﹁
事
業
停
止
﹂︑
ひ

い
て
は
﹁
事
業
許
可
取
消
﹂

に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
極
め

て
重
大
な
犯
罪
行
為
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
訴
え
る
（
図

３
）︒

　

ま
た
︑
所
属
す
る
す
べ
て

の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
﹁
飲
酒

運
転
し
な
い
こ
と
の
署
名
﹂

を
得
る
活
動
の
強
化
を
図
る

こ
と
と
合
わ
せ
︑
署
名
活
動

に
必
要
な
署
名
簿
な
ど
の
サ

ン
プ
ル
を
全
ト
協
の
専
用
サ

イ
ト
に
掲
載
し
︑
取
組
推
進

を
図
っ
て
い
る
︒

　

飲
酒
運
転
根
絶
署
名
様
式

例
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
令
和
６
年
中
の

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲

酒
事
案
に
つ
い
て
の
発
生
日

時
︑
惹
起
者
の
車
籍
地
︑
事

故
等
の
種
類
︑
当
時
の
状
況

な
ど
を
調
査
し
︑
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
﹁
飲
酒
運
転
根
絶
を
目

指
し
て
~
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
飲
酒
の
実
態
と
再
発

防
止
策
~
﹂
を
制
作
︑
今
号

の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
同

封
し
た
︒

　

今
回
の
調
査
の
結
果
︑
６

年
中
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
飲
酒
事
案
は
30
件
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
側
の

管
理
監
督
体
制
に
つ
い
て
︑

﹁
点
呼
が
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
﹂
13
件
（
43
％
）︑﹁
点
呼

後
の
運
行
中
の
飲
酒
﹂
８
件

（
27
％
）︑﹁
点
呼
で
の
飲
酒

確
認
不
足
﹂
４
件
（
13
％
）

と
︑
点
呼
の
未
実
施
が
約
４

割
に
も
な
る
と
い
う
杜
撰
な

管
理
体
制
が
原
因
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
︒
ま
た
︑
飲

酒
事
案
が
発
覚
し
た
時
間
に

つ
い
て
は
︑
18
時
か
ら
午
前

０
時
が
最
も
多
く
13
件
︑
次

い
で
正
午
か
ら
18
時
が
８
件
︑

午
前
６
時
か
ら
正
午
が
６

件
︑
午
前
０
時
か
ら
同
６
時

が
３
件
だ
っ
た
︒
な
お
︑
会

員
・
非
会
員
の
別
に
つ
い
て

は
︑
30
件
中
24
件
が
会
員
事

業
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

（
図
１
）︒

　

さ
ら
に
︑
過
去
４
年
間
の

分
析
で
は
︑
飲
酒
運
転
事
案

を
惹
起
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の

﹁
年
齢
別
﹂
で
は
50
歳
代
が

図１

図２

図３

（６年9月30日まで） （６年10月1日から）

点
呼
未
実
施
な
ど
管
理
体
制
不
備
が
約
４
割

年
齢
別
で
は
50
代
ド
ラ
イ
バ
ー
の
飲
酒
が
際
立
つ

令
和
６
年
中
の
飲
酒
事
案
は
30
件

全ト協調査
飲酒運転根絶を

目指して
リーフレット制作

令
和
７
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
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研修種別 研修内容 研修日程 定員

中部トラック総合研修センター
愛知県みよし市福谷町西ノ洞 21-127　☎ 0561-36-1010

特別研修

ドライバー研修＋初任コース（３日間）

4/8 ㈫〜 4/10 ㈭、4/22 ㈫〜 4/24 ㈭、5/13 ㈫〜 5/15
㈭、6/24 ㈫〜 6/26 ㈭、7/8 ㈫〜 7/10 ㈭、7/22 ㈫〜
7/24 ㈭、8/5 ㈫〜 8/7 ㈭、9/9 ㈫〜 9/11 ㈭、9/30 ㈫
〜 10/2 ㈭、10/21 ㈫〜 10/23 ㈭、11/18 ㈫〜 11/20
㈭、12/9 ㈫〜 12/11 ㈭、1/13 ㈫〜 1/15 ㈭、1/27 ㈫
〜 1/29 ㈭、2/17 ㈫〜 2/19 ㈭、3/3 ㈫〜 3/5 ㈭

各 12 人 

ドライバー研修＋一般コース（３日間）
4/22 ㈫〜 4/24 ㈭、7/8 ㈫〜 7/10 ㈭、9/9 ㈫〜 9/11
㈭、9/30 ㈫ 〜 10/2 ㈭、1/13 ㈫ 〜 1/15 ㈭、2/17 ㈫
〜 2/19 ㈭

各 9 人 

ドライバーキャリアアップ研修（３日間）
4/8 ㈫〜 4/10 ㈭、5/13 ㈫〜 5/15 ㈭、6/24 ㈫〜 6/26
㈭、7/22 ㈫〜 7/24 ㈭、8/5 ㈫〜 8/7 ㈭、10/21 ㈫〜
10/23 ㈭、11/18 ㈫〜 11/20 ㈭、12/9 ㈫〜 12/11 ㈭、
1/27 ㈫〜 1/29 ㈭、3/3 ㈫〜 3/5 ㈭

各 9 人 

添乗指導者養成研修（３日間）
4/8 ㈫〜 4/10 ㈭、5/13 ㈫〜 5/15 ㈭、6/24 ㈫〜 6/26
㈭、7/22 ㈫〜 7/24 ㈭、8/5 ㈫〜 8/7 ㈭、10/21 ㈫〜
10/23 ㈭、11/18 ㈫〜 11/20 ㈭、12/9 ㈫〜 12/11 ㈭、
1/27 ㈫〜 1/29 ㈭、3/3 ㈫〜 3/5 ㈭

各 12 人

埼玉県トラック総合教育センター
埼玉県深谷市黒田 2091-1　☎ 048-584-0055

特別研修 ドライバー研修（３日間）
6/20 ㈮ 〜 6/22 ㈰、7/11 ㈮ 〜 7/13 ㈰、8/22 ㈮ 〜
8/24 ㈰、9/19 ㈮〜 9/21 ㈰、10/17 ㈮〜 10/19 ㈰、
11/21 ㈮〜 11/23 ㈰、2/6 ㈮〜 2/8 ㈰

各 16 人

一般研修
新人乗務員研修

※
事故防止乗務員研修

総合交通教育センター ドライビングアカデミー北海道
東地区会場：北海道釧路市芦野 5-12-１ ☎ 0154-37-1196

西地区会場：北海道苫小牧市拓勇東町 8-6-68 ☎ 0144-57-8410

特別研修
一般・初任ドライバー研修（３日間）

西地区 7/11 ㈮～ 7/13 ㈰

各 20 人
東地区 10/18 ㈯～ 10/20 ㈪

添乗・指導管理者研修（３日間）
西地区 9/26 ㈮～ 9/28 ㈰
東地区 11/1 ㈯～ 11/3 ㈪

一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

総合交通教育センター ドライビングアカデミー弘前
青森県弘前市和泉 1-3-1　☎ 0172-28-2727

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間） 4/4 ㈮ ～ 4/6 ㈰、5/17 ㈯ 〜 5/19 ㈪、6/14 ㈯ 〜
6/16 ㈪、7/12 ㈯〜 7/14 ㈪、1/18 ㈰〜 1/20 ㈫ 各 30 人

一般研修 一般・初任運転者研修 ※

総合交通教育センター ドライビングアカデミー宮城
東地区会場（石巻中部自動車学校）： 宮城県石巻市門脇字浦屋敷 124-1  ☎ 0225-94-1285

西地区会場（富谷自動車学校）： 宮城県富谷市三ノ関膳部沢上 11-3  ☎ 022-358-8787
特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間）

東地区 6/14 ㈯～ 6/16 ㈪
各 20 人

西地区 7/5 ㈯～ 7/7 ㈪
一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

研修種別 研修内容 研修日程 定員

秋田モータースクール
秋田県秋田市茨島 4-3-36　☎ 018-864-5515

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間） 4/16 ㈬〜 4/18 ㈮、7/16 ㈬〜 7/18 ㈮、11/12 ㈬〜
11/14 ㈮、1/14 ㈬〜 1/16 ㈮ 各５人

総合交通教育センター ドライビングアカデミー南湖
福島県白河市白坂一里段 6-236　☎ 0248-22-1177

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間） 5/9 ㈮〜 5/11 ㈰、6/6 ㈮〜 6/8 ㈰ 各 20 人

一般研修
一般運転者研修

※
初任運転者研修

自動車安全運転センター 安全運転中央研修所
茨城県ひたちなか市新光町 605-16　☎ 029-265-9560

特別研修 ドライバー研修（３日間）
大　型

6/11 ㈬ ～ 6/13 ㈮、9/8 ㈪ ～ 9/10 ㈬、
10/5 ㈰～ 10/7 ㈫、1/13 ㈫～ 1/15 ㈭、
2/22 ㈰～ 2/24 ㈫ 各 30 人

中　型 9/3 ㈬～ 9/5 ㈮、9/24 ㈬～ 9/26 ㈮
準中型 5/29 ㈭～ 5/31 ㈯、7/14 ㈪～ 7/16 ㈬ 各 33 人

一般研修
貨物自動車運転者課程（大型車使用）

※
貨物自動車運転者課程（準中型車使用）

総合交通教育センター ドライビングアカデミー茨城
茨城県常陸大宮市下村田 2518　☎ 0295-52-0885

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間）
4/26 ㈯ 〜 4/28 ㈪、5/24 ㈯ 〜 5/26 ㈪、6/28 ㈯ 〜
6/30 ㈪、9/27 ㈯〜 9/29 ㈪、10/25 ㈯〜 10/27 ㈪、
11/29 ㈯〜 12/1 ㈪、1/24 ㈯〜 1/26 ㈪

各 20 人

一般研修
一般運転者研修

※
初任運転者研修

総合交通教育センター ドライビングアカデミー栃木
栃木県那須塩原市二区町 352-7　☎ 0287-36-3141

特別研修
一般・初任ドライバー研修（３日間） 4/18 ㈮ 〜 4/20 ㈰、5/16 ㈮ 〜 5/18 ㈰、7/11 ㈮ 〜

7/13 ㈰、10/3 ㈮〜 10/5 ㈰、1/16 ㈮〜 1/18 ㈰
各 20 人

（運行・安全運転・添乗）管理者研修（３日間） 6/20 ㈮〜 6/22 ㈰、9/20 ㈯〜 9/22 ㈪、11/14 ㈮〜
11/16 ㈰

一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

総合交通教育センター ドライビングアカデミーぐんま
前橋自動車教習所：群馬県前橋市関根町 2-1-18　☎ 027-233-1155
かぶら自動車教習所：群馬県藤岡市立石 1563　☎ 0274-42-0462

特別研修
一般・初任ドライバー研修（３日間） 6/13 ㈮〜 6/15 ㈰、7/11 ㈮〜 7/13 ㈰、10/17 ㈮〜

10/19 ㈰、11/7 ㈮〜 11/9 ㈰
各 20 人

（運行・安全運転・添乗）管理者研修（３日間） 6/27 ㈮〜 6/29 ㈰、7/25 ㈮〜 7/27 ㈰、10/24 ㈮〜
10/26 ㈰、11/14 ㈮〜 11/16 ㈰

一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

総合交通教育センター ドライビングアカデミー千葉（東洋自動車教習所）
千葉県旭市鎌数 5146　☎ 0479-64-0100

特別研修
一般・初任ドライバー研修（３日間） 6/16 ㈪〜 6/18 ㈬、7/27 ㈰〜 7/29 ㈫、10/26 ㈰〜

10/28 ㈫、11/17 ㈪〜 11/19 ㈬ 各 20 人
安全運転管理者研修（３日間） 6/8 ㈰〜 6/10 ㈫、9/8 ㈪〜 9/10 ㈬

一般研修
一般・初任ドライバー研修

※
安全運転管理者研修

総合交通教育センター ドライビングアカデミー小田原
神奈川県小田原市蓮正寺 540-2　☎ 0465-36-1215

特別研修
一般・初任運転者研修（３日間） 6/15 ㈰〜 6/17 ㈫、10/5 ㈰〜 10/7 ㈫

各 20 人
添乗 ･ 指導管理者研修（３日間） 7/13 ㈰〜 7/15 ㈫、11/2 ㈰〜 11/4 ㈫

一般研修 一般・初任運転者研修 ※

新潟自動車学校
新潟県新潟市東区海老ケ瀬 474-1　☎ 025-272-5555

特別研修

一般・初任ドライバー研修（３日間）
4/21 ㈪ 〜 4/23 ㈬、5/26 ㈪ 〜 5/28 ㈬、6/23 ㈪ 〜
6/25 ㈬、7/7 ㈪ 〜 7/9 ㈬、10/20 ㈪ 〜 10/22 ㈬、
11/17 ㈪〜 11/19 ㈬、12/8 ㈪〜 12/10 ㈬

各 20 人

安全運転管理者研修（３日間）
4/14 ㈪ 〜 4/16 ㈬、5/19 ㈪ 〜 5/21 ㈬、6/16 ㈪ 〜
6/18 ㈬、7/14 ㈪ 〜 7/16 ㈬、10/6 ㈪ 〜 10/8 ㈬、
11/10 ㈪〜 11/12 ㈬、12/1 ㈪〜 12/3 ㈬

一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

研修種別 研修内容 研修日程 定員

総合交通教育センター ドライビングアカデミー中越
新潟県長岡市高島町７８０　☎ 0258-22-2336

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間） 5/23 ㈮ 〜 5/25 ㈰、6/27 ㈮ 〜 6/29 ㈰、10/3 ㈮ 〜
10/5 ㈰、11/7 ㈮〜 11/9 ㈰ 各 20 人

一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

総合交通教育センター ドライビングアカデミー長野
長野県下伊那郡喬木村１３５３　☎ 0265-33-2551

特別研修
一般・初任ドライバー研修（３日間） 4/26 ㈯ 〜 4/28 ㈪、6/14 ㈯ 〜 6/16 ㈪、7/12 ㈯ 〜

7/14 ㈪、10/25 ㈯〜 10/27 ㈪、12/10 ㈬〜 12/12 ㈮ 各 20 人
管理者研修（運行・安全運転・添乗）（３日間） 11/26 ㈬〜 11/28 ㈮

一般研修 一般ドライバー研修 ※

総合交通教育センター ドライビングアカデミー大原
岐阜県多治見市幸町 7-29-1　☎ 0572-27-2356

特別研修 貨物ドライバー安全研修（３日間） 4/12 ㈯ 〜 4/14 ㈪、5/10 ㈯ 〜 5/12 ㈪、6/7 ㈯ 〜
6/9 ㈪、7/5 ㈯〜 7/7 ㈪ 各 20 人

一般研修 貨物ドライバー習熟研修 ※

クレフィール湖東 交通安全研修所
滋賀県東近江市平柳町 22-3　☎ 0749-45-3872

特別研修
ドライバー研修（３日間） 8/27 ㈬〜 8/29 ㈮、12/19 ㈮〜 12/21 ㈰

各 20 人
安全運転管理者研修（３日間） 7/3 ㈭〜 7/5 ㈯

一般研修 ドライバー安全運転研修 ※

総合交通教育センター ドライビングアカデミー ABOSHI
兵庫県姫路市網干区高田 108　☎ 079-274-1839

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間） 5/27 ㈫〜 5/29 ㈭、11/18 ㈫〜 11/20 ㈭ 各 20 人
一般研修 一般・初任運転者研修 ※

総合交通教育センター ドライビングアカデミーテクノ
広島県安芸郡熊野町 5640-1　☎ 082-854-4000

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間） 5/24 ㈯〜 5/26 ㈪、10/11 ㈯〜 10/13 ㈪ 各 20 人
一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

阿波自動車学校
徳島県阿波市阿波町東条１８０　☎ 0883-35-4145

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間） 4/10 ㈭ 〜 4/12 ㈯、5/22 ㈭ 〜 5/24 ㈯、9/25 ㈭ 〜
9/27 ㈯、10/23 ㈭〜 10/25 ㈯、11/20 ㈭〜 11/22 ㈯ 各 8 人

一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

総合交通教育センター ドライビングアカデミー ONGA
福岡県遠賀郡遠賀町今古賀 81-5　☎ 093-293-2359

特別研修
一般・初任ドライバー研修（３日間） 4/12 ㈯〜 4/14 ㈪、6/21 ㈯〜 6/23 ㈪、11/15 ㈯〜

11/17 ㈪
各 20 人添乗・指導管理者研修（３日間） 5/17 ㈯〜 5/19 ㈪、7/19 ㈯〜 7/21 ㈪

一般・事故再発防止研修（３日間） 10/18 ㈯〜 10/20 ㈪

一般研修
一般・初任・貨物運転者研修

※
添乗（同乗）指導者研修

総合交通教育センター ドライビングアカデミー佐賀
佐賀県伊万里市立花町 939-2　☎ 0955-23-5288

特別研修
一般・初任ドライバー研修（３日間） 6/7 ㈯〜 6/9 ㈪、11/8 ㈯〜 11/10 ㈪

各 20 人
添乗（同乗）指導者研修（３日間） 6/21 ㈯〜 6/23 ㈪、10/25 ㈯〜 10/27 ㈪

一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

八代ドライビングスクール
熊本県八代市平山新町 5338　☎ 0965-32-8135

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間） 5/24 ㈯〜 5/26 ㈪、11/8 ㈯〜 11/10 ㈪ 各 20 人

総合交通教育センター ドライビングアカデミー MIYUKI
宮崎県都城市都北町 7333　☎ 0986-38-1001

特別研修 一般・初任ドライバー研修（３日間） 6/28 ㈯〜 6/30 ㈪、11/15 ㈯〜 11/17 ㈪ 各 20 人
一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※

令和７年度 ドライバー等安全教育訓練促進助成制度令和７年度 ドライバー等安全教育訓練促進助成制度全ト協

◇�特別研修（２泊３日）：受講料の７割を助成（G マーク認定事業所の場合は全額
助成。特別研修の受講料等の詳細については各研修施設にお問い合わせくださ
い）。

◇�一般研修（１泊２日）：１講座１万円を助成（※一般研修の研修内容・日程、受
講料等の詳細については、各研修施設にお問い合わせください）。

　トラック運送業界においては、ドライバーの安全意識の高揚や安全運転技能の向上が課題となっ
ており、業界を挙げた従業員教育の充実強化への取り組みが要請されています。しかしながら、特
に中小事業者においては、安全教育訓練に要する時間やコストの負担は大きいものと考えられます。
　全日本トラック協会および各都道府県トラック協会では、トラックドライバー等の安全意識向上
および運転技能向上を図るため、「ドライバー等安全教育訓練促進助成制度」を設けています。こ
れは、各都道府県ト協の会員事業者が、全ト協が指定する研修施設に、自社のトラックドライバー
または安全運転管理者等を派遣し、所定の研修を受講させた場合に、次の通り助成を行うものです。
　このたび、令和７年度の同制度について、研修日程等が決まりましたので、ご活用ください（二
次元コード）。
　なお、研修内容等詳細については、各研修施設までお問い合わせください（研修を申し込む前に、
所属の各都道府県ト協へ確認をお願いします）。


